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【シミュレーション方法について】 

 ・ ２０１９年度（平成３１年度）以降、準備金残高が法定準備金（給付費等の１か月分）を確保している間、機械的に10％及び9.8％とし、それぞれに

ついて法定準備金を下回る年度以降においては法定準備金を確保するために必要な料率に引き上げた上で（※）、２０２８年度までの見通しをシ

ミュレーションしたもの。 

 ・ ２０２０年度以降の賃金上昇率については、５年収支見通しのケースⅠ(低成長ケース×0.5)、ケースⅡ（0.6％）及びケースⅢ（0％）を使用し、そ

れぞれについて作成。 
 
 ※ 健康保険法施行令第46条第１項において、「協会は、毎事業年度末において、当該事業年度及びその直前の二事業年度内において行った保

険給付に要した費用の額（前期高齢者納付金等、後期高齢者支援金等及び日雇拠出金並びに介護納付金の納付に要した費用の額（中略）を含

み、法第百五十三条及び第百五十四条の規定による国庫補助の額を除く。）の一事業年度当たりの平均額の十二分の一に相当する額に達する

までは、当該事業年度の剰余金の額を準備金として積み立てなければならない。」とされている。 

    本シミュレーションはこの規定を参考として行うもの。 

【Ⅰ．賃金上昇率：２０２０年度以降 低成長ケース×0.5】 

 ・ 現在の平均保険料率10％を維持した場合、仮に２０１９年度（平成３１年度）以降の平均保険料率を9.8％に引き下げた場合のどちらの場合で

あっても、２０２８年度まで、準備金残高が法定準備金を上回る。 

 

【Ⅱ．賃金上昇率：２０２０年度以降 0.6％】 

 ・ 現在の平均保険料率10％を維持した場合、２０２２年度には単年度収支差が赤字となり、以降準備金残高が年々減少するものの、２０２８年度

まで準備金残高が法定準備金を上回る。 

 ・ 仮に２０１９年度（平成３１年度）以降の平均保険料率を9.8％に引き下げた場合には、２０２０年度以降準備金を取崩すことにより、２０２５年度ま

では保険料率を維持できるものの、２０２６年度からは年々上昇を続け、２０２８年度には10.7％に達する。 

 

【Ⅲ．賃金上昇率：２０２０年度以降 0％】 

 ・ 現在の平均保険料率10％を維持した場合、２０２１年度には単年度収支差が赤字となる。以降、準備金残高を取崩すことにより２０２５年度まで

は保険料率を維持できるものの、２０２６年度からは年々上昇を続け、２０２８年度には11.3％に達する。 

 ・ 仮に２０１９年度（平成３１年度）以降の平均保険料率を9.8％に引き下げた場合には、２０２０年度以降準備金を取崩すことにより、２０２４年度ま

では保険料率を維持できるものの、２０２５年度からは年々上昇を続け、２０２８年度には11.3％に達する。  

今後の保険料率に関するシミュレーション 
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Ⅱ．２０２０年度以降の賃金上昇率0.6％の場合 
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3
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年
度
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険
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率
に
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す
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評
議
会
で
の
意
見
（
高
知
支
部
）
 

  
平
成

30
年

10
月

30
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

 

 【
評
議
会
意
見
】
 


 

 
評
議
会
の
意
見
と
し
て
は
、
保
険
料
率
は
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
事
業
主
の
負
担
を
考
え
て
ほ
し

い
。
理
由
は
準
備
金
の
多
さ
と
、
事
業
主
の
現
状
で
す
。

 

し
か
も
、
積
み
上
が
っ
た
準
備
金
の
う
ち
１
６
．
４
％
が
返
還
さ
れ
て
い
る
の
は
お
か
し
い
。

 

 【
学
識
経
験
者
】
 


 

 
協
会
け
ん
ぽ
の
健
康
保
険
料
率
に
つ
い
て
は
「
単
年
度
収
支
均
衡
」
と
い
う
前
提
の
上
に
評
議

会
で
も
議
論
を
し
て
き
た
が
、
理
事
長
の
発
言
（平
成
２
９
年
１
２
月
運
営
委
員
会
）
で
は
、
「保
険
料

率
を
ど
れ
ほ
ど
の
タ
イ
ム
ス
パ
ン
、
時
間
の
幅
で
考
え
る
か
は
保
険
者
の
裁
量
、
選
択
の
問
題
で
あ

る
」と
い
う
の
が
あ
り
、
違
和
感
を
感
じ
ま
す
。

 


 
国
庫
補
助
が
あ
り
、
補
助
を
引
き
下
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
保
険
料
率
を
引
き
下
げ
に
く
い

と
い
う
の
は
、
理
由
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

 

 
保
険
料
率
を
下
げ
る
こ
と
で
補
助
金
が
下
が
る
か
も
し
れ
な
い
リ
ス
ク
と
、
準
備
金
が
貯
ま
る
こ
と

で
補
助
金
を
下
げ
ら
れ
る
リ
ス
ク
、
ど
ち
ら
の
リ
ス
ク
も
可
能
性
と
し
て
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
準
備
金
を

貯
め
続
け
る
意
味
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

 

 【
事
業
主
代
表
】
 


 

 
現
在
の
準
備
金
の
黒
字
は
現
役
世
代
の
納
付
の
積
み
重
ね
に
よ
る
結
果
で
あ
り
、
保
険
料
率
の

引
き
下
げ
に
よ
っ
て
還
元
さ
れ
る
の
も
現
役
世
代
で
あ
る
べ
き
で
す
よ
ね
、
今
の
ま
ま
黒
字
を
積
み

上
げ
続
け
て
、
リ
ス
ク
ば
か
り
背
負
わ
さ
れ
て
も
現
役
世
代
に
何
の
メ
リ
ッ
ト
も
な
い
と
感
じ
ま
す
。

 

 

【
被
保
険
者
代
表
】
 


 

 
議
論
す
る
た
め
の
資
料
も
、
前
年
度
ま
で
の
こ
と
は
２
～
３
行
の
文
章
で
。
逆
に
５
年
先
１
０
年
先

の
予
想
は
詳
細
だ
。

 

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
見
て
み
た
い
の
は
５
年
前
の
予
測
と
、
現
在
の
実
績
が
い
か
に
乖
離
し
て

い
る
か
。
そ
れ
を
見
れ
ば
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
る
と
思
う
。

 


 

 
激
変
緩
和
措
置
と
、
後
に
続
く
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
ま
で
考
え
る
と
、
引
き
下
げ
ら
れ
る
と
き
に
き

ち
ん
と
し
な
い
と
、
支
部
に
よ
っ
て
は
相
当
な
状
況
に
な
る
。
１
０

.０
０
％
の
限
界
の
話
も
そ
う
だ
が
、

格
差
が
ど
こ
ま
で
広
が
る
の
か
、
大
変
で
す
よ
。
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成

31
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の
保
険
料
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に
つ
い
て

 

（
支
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評
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に
お
け
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意
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10
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か
ら
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は
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必
ず
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で
の
取
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を
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更
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事
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の
現
時
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お
け
る
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え
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状
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に
大
き
な
変
化
が
な
い
限
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的
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中
長
期
的
な
視
点
で
保
険
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率
を
考
え
て
い
く
こ
と
）
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評
議
会
で
説
明
し
た
上
で
、
意
見
提
出
は
任
意
と
し
た
。
 

意
見
書
の
提
出
状
況
並
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に
平
均
保
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率
に
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し
て
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の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。
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 激

変
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計
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変
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■ 平均保険料率10％を維持して、中長期的に安定した運営を行うべきである。また、加入者や事業主に対する周知と理解
を得ることが重要である。

■ 協会けんぽには、国庫補助が入っているが、過去には保険料率の引下げにあわせ、国庫補助も引き下げられたことがあるた
め、現行の平均保険料率10％は維持しなければならない。

■2040年以降、高齢者が増加する一方、生産年齢人口の急激な減少が見込まれる中、今後の協会けんぽの存続を考える
と、短期的な準備金の状況だけを見て保険料率を下げるのは、世代間の負担の公平性や所得の再分配の観点から、将来
世代につけを回してしまうという懸念がある。

■ 医療機関等への受診者の増加及び１人当たり医療費の増加が医療費増加の主な要因であるが、近年の医療費増加は、
特に医療の高度化に伴う１人当たり医療費の増加に起因するところが大きい。そのような状況を踏まえると、中期的に考える
必要があり、保険料率を下げることには疑問を感じる。

■ 被保険者の立場からすると、保険料率引下げとなれば喜ばしいが、現状を踏まえると、10％を維持することが妥当と考える。

■ 税や保険料の負担増の影響で事業所数が減少することのないよう、保険料率を下げられるときに下げるべきである。併せて、
国庫補助率が引き下げられることがないよう、国に訴えていかなければならない。

■ 保険料率を議論するにあたっては、短時間労働者の適用拡大、高齢化に伴う医療費、拠出金の負担増、制度改正等、
社会的な情勢を踏まえて議論しなければならない。

１．平均保険料率１．平均保険料率

平成31年４月納付分から変更するということについて、特段の異論はなかった。
３．保険料率の変更時期３．保険料率の変更時期

平成31年度の激変緩和率は8.6/10に引上げることで、特段の異論はなかった。
２．都道府県単位保険料率を考える上での激変緩和措置２．都道府県単位保険料率を考える上での激変緩和措置

平成31年度保険料率に関するこれまでの主な運営委員の意見 平成３０年１２月１９日
第９５回運営委員会資料
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医療保険の31年度保険料率

１．これまでの議論の経緯

平成29年12月19日の運営委員会における平成30年度保険料率の議論において、理事長より、「今後の保険料

率のあり方については、中長期で考えるという立ち位置を明確にしたい。」旨の考えが示されている。（10頁参照）

平成31年度の保険料率については、この理事長発言を踏まえつつ運営委員会では議論が進められた。

運営委員会における意見では、一部引き下げの意見もあったが、全体としては10％維持の意見であった。

運営委員の主な意見は、平成31年12月19日の運営委員会に資料として提示。（12頁参照）

また、支部評議会においては、理事長の示した考えを基に意見書の提出なしが９支部。一方、意見書の

提出があった支部では、平均保険料率10％維持の意見が18支部、引き下げるべきとの意見が６支部となっ

ている。（13頁参照）

２．協会としての考え

（１）平均保険料率について

平成31年度の平均保険料率については、10％を維持する。

（２）激変緩和率について

現行の解消期限（平成31年度末）を踏まえて計画的に解消していく観点から、8.6／10とすることを

厚生労働省保険局長に要請した。

（３）保険料率の変更時期について

平成31年４月納付分からとする。
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(単位：億円)

29年度 30年度 31年度

直近見込 政府予算案を踏まえた見込

(30年12月) (30年12月)

保険料収入 87,974 91,314 96,572 24-30年度保険料率： 10.00%

国庫補助等 11,343 11,850 12,110 31年度保険料率： 10.00%

その他 167 179 600 30’減額国庫 140

計 99,485 103,343 109,282

保険給付費 58,117 60,206 64,373

老人保健拠出金 0 - -

前期高齢者納付金 15,495 15,262 15,257

後期高齢者支援金 18,352 19,516 20,971

退職者給付拠出金 1,066 208 2

病床転換支援金 0 0 0

その他 1,969 2,745 3,489

計 94,998 97,937 104,092

4,486 5,406 5,190 31年度均衡保険料率： 9.46%

22,573 27,979 33,169

注) 端数整理のため、計数が整合しない場合がある。

協会けんぽの収支見込(医療分)

備考

収入

支出

+ 1,450

○31年度の単年度収支を均衡さ
せた場合の保険料率

決算

単年度収支差

準備金残高

▲ 5

+ 1,455

▲ 206

拠出金等対前年度比 

9



(単位：億円)

29年度 30年度 31年度

直近見込 政府予算案を踏まえた見込

(30年12月) (30年12月)

保険料収入 8,680 8,665 10,169 29年度保険料率： 1.65%

国庫補助等 1,174 879 504 30年度保険料率： 1.57%

その他 0 0 0 31年度保険料率： 1.73%

計 9,854 9,545 10,673

介護納付金 9,858 10,130 10,252

その他 0 18 0

計 9,858 10,148 10,252

▲ 5 ▲ 603 420

202 ▲ 401 19

注) 端数整理のため、計数が整合しない場合がある。

支出

⇒ + 122

単年度収支差

準備金残高

決算

収入

協会けんぽの収支見込(介護分)

備考

納付金対前年度比 

10



●高知支部 健康保険料率 ※標準報酬28万円の場合 

30年度 31年度 料率差 30年度 31年度   差額  (折半) 

10.14% ⇒ 10.21% + 0.07% 28,392円 ⇒ 28,588円 + 196円(98円) 

●介護保険料率（全国一律） 

30年度 31年度 料率差 30年度 31年度   差額  (折半) 

1.57% ⇒ 1.73% + 0.16% 4,396円 ⇒ 4,844円 + 448円(224円) 

●40歳以上 

30年度 31年度 料率差 30年度 31年度   差額  (折半) 

11.71% ⇒ 11.94% + 0.23% 32,788円 ⇒ 33,432円 + 644円(322円) 

11



 
 

 

平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
北
海
道
支
部
）
 

  
平
成

30
年

11
月

1
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

 

 【
学
識
経
験
者
】
 


 
協
会
け
ん
ぽ
の
中
で
保
険
料
率
が
各
支
部
で
違
う
の
と
い
う
の
は
お
か
し
い
、
全
国
一
律
に
す
べ

 

き
だ
と
思
う
。
単
年
度
収
支
で
余
裕
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
激
変
緩
和
の
解
消
で
各
支
部
の
格
差

を
広
げ
る
の
で
は
な
く
て
、
少
し
で
も
上
が
る
要
素
を
抑
え
る
様
に
、
黒
字
の
部
分
を
生
か
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。

 

 


 
単
年
度
収
支
で
い
い
見
込
み
で
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
料
率
の
引
き
下
げ
を
望
ま
れ
る
の
は
、
当
然

だ
と
思
う
が
、
健
康
保
険
組
合
が
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
中
で
、
協
会
け
ん
ぽ
と
し
て
財
政
に

ゆ
と
り
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
料
率
を
下
げ
る
と
い
う
よ
う
な
判
断
に
は
行
っ
て
い
た
だ
き
た
く
な
い
。

 

 


 
集
め
た
保
険
料
を
ど
う
適
正
に
使
っ
て
効
率
的
に
運
営
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題

で
、
医
療
保
険
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
部
分
と
医
療
機
関
の
提
供
す
る
デ
リ
バ
リ
ー
の
部
分
で
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
部
分
は
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
高
齢
者
が
ど
う
い
う
形
で
医

療
を
使
っ
て
い
る
の
か
、
医
療
機
関
は
ど
う
い
う
形
で
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
の

か
、
保
険
者
と
し
て
デ
リ
バ
リ
ー
を
担
当
す
る
医
療
機
関
と
か
薬
局
と
か
、
そ
う
い
う
と
こ

ろ
に
対
し
て
、
何
ら
か
の
意
見
を
発
信
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。

 

ま
た
、
日
本
の
医
療
費
に
対
す
る
税
の
負
担
と
い
う
の
は
、
世
界
的
に
み
て
も
非
常
に
低
い

の
で
、
租
税
に
よ
る
負
担
と
い
う
も
の
を
も
う
少
し
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

 

 


 
平
均
保
険
料
率
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
の
増
大
が
継
続
的
に
見
込
ま
れ
る
と
い
う
よ

う
な
状
況
で
あ
り
、
短
期
的
な
視
点
で
下
げ
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
は
な
い
と
感
じ
て
い

る
。
受
益
の
側
面
か
ら
、
医
療
費
が
多
い
の
だ
か
ら
保
険
料
が
高
い
と
い
う
部
分
が
ベ
ー
ス

に
あ
る
が
、
医
療
費
は
供
給
サ
イ
ド
に
ほ
ぼ
既
定
さ
れ
て
い
て
、
需
要
的
な
要
素
か
ら
動
く

と
い
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
本
来
の
平
等
な
医
療
環
境
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
供
給
側
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
べ
き
問
題
で
、
保
険
者
側
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
べ
き
問
題

で
は
な
い
。
あ
る
時
期
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
単
位
保
険
料
率
に
意
味
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
今
の
効
果
等
を
見
る
と
必
ず
し
も
そ
う
い
う
論
拠
は
薄
い
の
で
は
な
い
か
。

国
保
等
に
つ
い
て
も
、
広
域
化
し
て
負
担
の
均
て
ん
化
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
。
全
国
一
律

の
保
険
料
率
を
模
索
す
る
こ
と
は
、
意
味
が
あ
る
一
つ
の
考
え
方
で
は
な
い
か
。
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
 団

塊
の
世
代
が
本
格
的
に
後
期
高
齢
者
に
入
っ
て
い
っ
て
、
当
然
、
医
療
費
が
増
え
る
。
こ
れ

を
単
純
に
他
の
保
険
の
保
険
料
に
乗
せ
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
世
代
間
の
所
得
格
差
、

再
分
配
も
含
め
た
世
代
間
格
差
を
ま
す
ま
す
広
げ
る
原
因
に
な
る
。
少
な
く
と
も
、
そ
う
い
う

も
の
に
つ
い
て
は
、
本
来
的
な
、
世
代
に
よ
ら
な
い
源
泉
に
よ
る
税
負
担
と
い
う
よ
う
な
こ
と

を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

後
期
高
齢
者
と
い
う
の
は
、
所
得
が
な
い
と
い
う
理
由
で
、
１
割
負
担
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
が
、
金
融
資
産
も
含
め
た
資
産
に
つ
い
て
は
、
一
番
持
っ
て
い
る
世
代
で
、
若
者
以
上
に
自

立
的
に
負
担
で
き
る
方
が
い
る
と
い
う
状
況
が
現
実
に
は
あ
る
が
、
制
度
と
し
て
、
そ
こ
ま
で

フ
ォ
ロ
ー
で
き
て
い
な
い
、
大
き
な
医
療
費
の
負
担
を
ど
う
す
る
か
、
も
し
く
は
税
負
担
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
中
で
、
福
祉
財
源
を
ど
う
還
元
す
る
か
と
い
う
意
見
が
あ
る
か
と
思
う
。

 

 

【
事
業
主
代
表
】
 


 
後
期
高
齢
者
の
支
援
は
税
金
で
負
担
す
べ
き
。
将
来
的
に
消
費
税
が
１
５
％
あ
る
い
は
２

０
％
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
国
民
は
覚
悟
し
て
い
る
と
思
う
。
後
期
高
齢
者
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
現
状
以
上
に
は
増
や
さ
な
い
、
負
担
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
制
度
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
国
民
の
ほ
う
か
ら
政
治
家
に
迫
る
べ
き

問
題
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

 

激
変
緩
和
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
支
部
の
現
状
か
ら
見
る
と
、
で
き
る
限
り
長
く
し
て
も
ら

い
た
い
。
保
険
料
率
の
変
更
時
期
は
、
今
ま
で
ど
お
り
の
変
更
時
期
で
よ
い
。

 

 


 
日
本
経
済
は
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
賃
金
も
あ
ま
り
上
が
ら
ず
、

我
々
に
そ
ん
な
実
感
は
な
い
。
保
険
料
率
が
上
が
る
と
社
員
も
我
々
の
負
担
も
大
き
く
な
る

の
で
、
で
き
る
だ
け
現
状
を
維
持
し
て
も
ら
い
た
い
。

 

 

【
被
保
険
者
代
表
】
 


 
社
会
保
障
制
度
全
体
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
議
論
が
国
の
中
で
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
拠
出
金
負
担
が
、
今
後
も
っ
と
大
き
く
な
る
と
、
協

会
け
ん
ぽ
だ
け
で
は
な
く
、
被
用
者
保
険
全
体
、
現
役
世
代
の
負
担
も
、
そ
ろ
そ
ろ
限
界
と

い
う
気
が
す
る
。

 

理
事
長
発
言
の
「
中
長
期
で
考
え
る
立
ち
位
置
を
明
確
に
し
た
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
全
く

そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
が
、
中
長
期
の
間
に
一
体
何
を
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
と

思
う
。
抜
本
的
な
制
度
改
正
を
引
き
続
き
求
め
て
い
く
べ
き
で
、
協
会
本
部
は
そ
の
答
え
を

出
し
て
ほ
し
い
。

 

今
、
国
の
社
会
保
障
制
度
審
議
会
で
は
、
後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
の
強
化
と
い
う
こ
と
が

議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
抜
本
的
な
改
正
論
議
で
は
な
い
と
思
う
。
小
手
先
の
改
正

論
議
を
す
る
の
で
は
な
く
て
、
中
長
期
と
い
う
期
間
の
間
に
現
役
世
代
が
安
心
し
て
医
療
に

か
か
れ
る
よ
う
な
保
険
制
度
の
道
筋
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
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
 
給
料
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
多
少
あ
っ
て
も
、
全
く
手
取
り
が
増
え
て
い
な
い
と
い
う
状
況
の

中
で
、
で
き
る
だ
け
保
険
料
は
増
加
し
て
ほ
し
く
な
い
と
い
う
の
が
本
音
。
ま
た
、
激
変
緩

和
を
解
消
し
て
、
そ
の
先
に
何
か
明
る
い
解
決
策
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
多
少
な
り
と
も
我

慢
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
先
も
な
い
よ
う
な
現
状
を
見
る
と
、
保
険
料
率
は
何

と
か
維
持
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
合
わ
せ
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
含
む
健
康
保
険
制

度
全
体
の
根
本
的
な
問
題
も
解
決
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

 
 
資
料
で
は
平
成
３
１
年
度
の
均
衡
保
険
料
率
は
９
．
７
％
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
単
年
度
黒

字
の
状
況
で
据
え
置
き
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
将
来
的
に
保
険
料
率
が
上
が
っ

て
い
く
こ
と
が
前
提
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
結
果
と
し
て
１
年
だ
け
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
０
．
１
％
で
も
下
げ
ら
れ
る
状
況
の
と
き
は
下
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
率

直
な
意
見
。
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
青
森
支
部
）
 

  
平
成

30
年

11
月

2
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

 

  【
平
成

31
年
度
保
険
料
率
に
つ
い
て
】
 

 


 

 
平
成

31
年
度
の
平
均
保
険
料
率
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
現
状
で
は

10%は
仕
方
が
な
い
。

 

た
だ
し
、
不
確
定
要
素
も
あ
る
し
、
改
善
す
る
余
地
も
あ
り
得
る
の
で
、
硬
直
的
に

10
％
を
維
持
す

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
毎
年
見
直
す
際
に
柔
軟
に
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
評
議

会
意
見
） 

 


 

 
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
現
状
の
延
長
線
上
で
い
け
ば
こ
う
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
所
詮
は
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
し
か
な
い
。
こ
の
後
に
想
定
外
の
こ
と
が
起
こ
り
得
る
の
で
、
改
善
す
る
フ
ァ
ク
タ
ー
が
あ

り
得
る
こ
と
を
常
に
想
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（学
識
経
験
者
）
 

 


 

 
2025

年
問
題
に
対
す
る
政
府
の
考
え
方
は
、
か
な
り
甘
い
見
積
も
り
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

 

健
康
寿
命
を
伸
ば
し
て
、
定
年
を
延
長
し
て
働
く
人
を
増
や
し
て
ク
リ
ア
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方

で
あ
る
が
、
健
康
寿
命
は
そ
う
簡
単
に
伸
び
な
い
し
、
高
齢
者
の
状
態
に
よ
っ
て
は
就
業
者
は
簡

単
に
増
え
て
い
か
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
考
え
る
と
、
現
在
の
平
均
保
険
料
率

10
％
と
い
う
の
は

下
げ
る
べ
き
で
は
な
い
。

 

 
一
度
下
げ
る
と
上
が
っ
た
時
の
負
担
感
は
か
な
り
大
き
い
と
い
う
の
が
一
般
人
の
感
覚
で
あ
る
。

下
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
慎
重
に
あ
る
べ
き
だ
と
思
う
。
（
学
識
経
験
者
）
 

 


 

 
結
局
ど
の
試
算
（
数
字
）
に
し
て
も
、
短
期
は
良
い
け
れ
ど
も
長
期
的
に
は
大
変
な
方
向
に
な
っ

て
い
る
。
平
成

3
1
年
度
の
平
均
保
険
料
率
は

10％
で
よ
い
と
思
う
が
、
こ
れ
だ
け
将
来
的
に
厳
し

い
予
測
が
あ
る
中
で
、
保
険
料
率
や
準
備
金
残
高
に
つ
い
て
緩
や
か
に
改
善
し
て
い
く
知
恵
は
な

い
の
か
。
（学
識
経
験
者
）
 

 


 

 
平
均
保
険
料
率
を
考
え
る
上
で
、
基
本
的
な
フ
ァ
ク
タ
ー
や
想
定
す
る
数
字
は
本
当
に
こ
れ
だ
け

な
の
か
と
い
う
こ
と
が
一
つ
あ
る
。
こ
の
資
料
の
前
提
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
え
ば
、
詰
ま
る
と
こ

ろ
10％

を
維
持
す
る
と
い
う
話
に
な
る
と
思
う
。

 

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
現
状
の
フ
ァ
ク
タ
ー
で
考
え
れ
ば

10
％
は
仕
方
が
な
い
と
い
う
か
、
他
に

い
い
案
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
。
（事
業
主
代
表
）
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
 

 
足
元
の
経
済
を
見
て
み
る
と
、
実
際
に
労
働
力
不
足
で
賃
金
が
上
が
っ
て
い
る
の
で
、
賃
金
上

昇
率
は
ケ
ー
ス
Ⅱ
の

0.6
％
く
ら
い
で
見
て
お
く
の
が
無
難
だ
と
思
う
。
そ
の
前
提
で
保
険
料
率
を

10
％
に
維
持
す
れ
ば
、

1
0
年
間
は
法
定
準
備
金
の
１
か
月
分
を
ク
リ
ア
で
き
る
見
込
み
な
の
で
、

安
全
側
に
振
る
と
す
れ
ば
こ
れ
く
ら
い
必
要
な
の
か
な
と
い
う
気
が
し
て
い
る
。

 

た
だ
一
方
で
、
準
備
金
残
高
が
積
み
上
が
る
形
と
な
る
の
で
、
毎
年
保
険
料
率
の
見
直
し
を
行

う
の
で
あ
れ
ば
、
多
少
で
も

0.1
％
で
も
下
げ
る
こ
と
も
真
剣
に
検
討
し
て
も
い
い
の
か
な
と
思
う
。

（事
業
主
代
表
） 

 


 

 
今
ま
で
ど
お
り
、
平
均
保
険
料
率
は

10％
を
維
持
し
て
も
ら
い
た
い
。
（被
保
険
者
代
表
）
 

 


 

 
従
業
員
の
立
場
と
し
て
は
、
保
険
料
率
は
現
状
維
持
か
、
少
し
ず
つ
で
も
低
く
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
資
料
を
初
め
て
見
た
こ
と
で
目
先
の
こ
と
で
下
が
っ
た
の
で
よ
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
は
い
け
な
い
と
思
う
し
、
一
般
的
に
社
員
の
皆
に
も
話
を
し
な
が
ら
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

 

 
法
定
準
備
金
は
、
実
際
に
準
備
し
た
分
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
活
用

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
か
示
し
て
ほ
し
い
。
（被
保
険
者
代
表
）
 

   【
激
変
緩
和
措
置
に
つ
い
て
】
 

 


 
計
画
通
り

1.4
ず
つ
の
解
消
で
よ
い
。
（評
議
会
意
見
）
 

   【
変
更
時
期
に
つ
い
て
】
 

 


 
平
成

31
年

4
月
納
付
分
か
ら
の
変
更
で
よ
い
。
（評
議
会
意
見
）
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
秋
田
支
部
）
 

 平
成

30
年

10
月

30
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

  

 【
学
識
経
験
者
】
 


 

「
政
府
の
社
会
保
障
改
革
案
が
ま
だ
は
っ
き
り
し
な
い
部
分
も
あ
る
た
め
、
保
険
料
率
は

1
0
.0
％
を
維
持

す
る
方
向
で
よ
い
と
思
う
が
、
今
後
、
準
備
金
の
増
加
に
よ
り
国
庫
補
助
率
を
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
留
意
し
て
ほ
し
い
。」

 

  

 【
事
業
主
代
表
】
 


 

「
準
備
金
の
金
額
が
法
定
準
備
金
の
水
準
を
大
幅
に
超
え
て
い
る
の
は
、
法
の
趣
旨
か
ら
妥
当
と
い
え
る

だ
ろ
う
か
。
還
元
で
き
る
と
き
は
還
元
を
し
て
事
業
主
等
の
負
担
を
軽
減
し
て
も
よ
い
の
で
は
。
単
純
な

見
通
し
だ
け
で
は
な
く
、
特
に
小
規
模
事
業
者
の
厳
し
い
状
況
な
ど
も
含
め
て
ト
ー
タ
ル
で
考
え
て
ほ
し

い
。
」

 


 

「
こ
れ
ま
で
の
議
論
や
他
の
都
道
府
県
な
ど
の
状
況
も
あ
り
、
こ
こ
で
激
変
緩
和
措
置
を
伸
ば
し
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
と
感
じ
る
。
」

 


 

「
保
険
料
率
改
定
時
期
は
、

4
月
納
付
分
（

3
月
分
）
以
外
の
実
質
的
な
選
択
肢
が
な
い
た
め
、
論
点
に
は

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。」

 

  

 【
被
保
険
者
代
表
】
 


 

「
現
在
は
収
入
と
収
支
が
あ
る
程
度
安
定
し
て
い
る
が
、
単
年
度
収
支
差
と
準
備
金
残
高
の
関
係
に
よ
っ

て
、
平
成

4
年
度
の
よ
う
な
国
庫
補
助
率
の
引
き
下
げ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。」
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
山
形
支
部
）
 

  
平
成

30
年

11
月

1
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

 

 【
評
議
会
意
見
】
 


 
激
変
緩
和
措
置
に
つ
い
て
は

1.4/10
引
き
上
げ
の

8.6/10
で
よ
い
。

 


 
保
険
料
の
変
更
時
期
は

4
月
納
付
分
か
ら
で
よ
い
。

 

 【
学
識
経
験
者
】
 


 
高
齢
者
比
率
が
上
昇
し
て
い
く
中
で
、
健
康
を
害
す
る
方
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
一

方
、
今
後
の
経
済
状
況
が
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
は
望
め
な
い
た
め
、
現
状
の

10％
維
持
が
妥
当

で
あ
る
と
考
え
る
。

 


 
協
会
の
財
政
が
赤
字
構
造
で
あ
り
今
後
の
経
済
の
状
況
も
厳
し
め
に
見
な
い
と
い
け
な
い
中
で
、

例
え
ば

9
.8
％
に
引
き
さ
げ
た
時
に
感
じ
る
恩
恵
と
、
数
年
後
に
大
き
く
上
昇
し
た
場
合
の
負
担
感

と
を
考
え
た
時
に
、
大
き
な
負
担
感
を
将
来
の
世
代
が
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
は
避
け
た
ほ
う
が
よ
い
と

考
え
る
。
ま
た
、
平
成

4
年
に
保
険
料
率
が
下
が
っ
た
時
に
国
庫
補
助
率
も
下
が
っ
て
い
る
経
過
も

踏
ま
え
る
と
、
保
険
料
率
を
下
げ
た
場
合
に
国
庫
補
助
率
が
ど
う
な
る
か
に
つ
い
て
も
留
意
が
必

要
。

 


 
平
均
保
険
料
率
は
引
き
下
げ
が
望
ま
し
い
。

 

 【
事
業
主
代
表
】
 


 
消
費
増
税
も
あ
り
生
活
が
困
難
な
状
況
で
は
あ
る
が
現
状
の

10％
維
持
で
よ
い
と
考
え
る
。

 


 
準
備
金
を
こ
れ
だ
け
保
有
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
還
元
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
っ
た
い

誰
が
貯
め
た
準
備
金
な
の
か
と
考
え
る
と
、
現
在
保
有
し
て
い
る
準
備
金
は
、
将
来
の
方
に
対
し
て

還
元
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
保
険
料
率
を
一
旦
下
げ
て
、
準
備
金
が
足
り
な
く
な
っ

た
ら
各
々
が
危
機
感
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
る
し
、
そ
の
時
点
で
保
険
料
率
を
ど
う
す
る
の
か

検
討
し
て
も
ら
う
の
も
一
つ
の
方
法
だ
と
考
え
る
。

 


 
平
均
保
険
料
率
は
引
き
下
げ
が
望
ま
し
い
。

 

 【
被
保
険
者
代
表
】
 


 
今
後
の
賃
金
上
昇
が
見
込
め
な
い
状
況
で
あ
る
一
方
、
医
療
費
は
上
昇
傾
向
が
続
い
て
い
る
た

め
、
長
期
的
な
観
点
か
ら
平
均
保
険
料
率
は

10％
維
持
が
望
ま
し
い
。

 


 

10
年
間
の
ス
パ
ン
で
見
て
平
均
保
険
料
率
を

9.8％
に
す
る
と
、
準
備
金
が
法
定
準
備
金
の
水
準

ま
で
落
ち
着
く
こ
と
と
な
る
。

10
年
を
一
区
切
り
と
考
え
た
場
合
、
保
険
料
率
を
下
げ
て
法
定
準
備

金
の
水
準
ま
で
も
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
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
 

30
年
度
の
平
均
保
険
料
率
を
検
討
し
た
時
と
状
況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
考
え
る
。
中
長
期
的
な

観
点
か
ら
す
れ
ば
引
き
下
げ
た
後
に
大
幅
に
引
き
上
げ
と
な
る
と
、
そ
の
ほ
う
が
大
き
な
デ
メ
リ
ッ
ト

に
な
る
と
考
え
る
。
平
均
保
険
料
率

10％
を
維
持
し
た
上
で
効
率
的
に
運
営
で
き
る
状
況
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
。

 

 

 
 

19



 

 

平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
福
島
支
部
）
 

 
平
成

30
年

10
月

18
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
平
成

31
年
度
保
険
料
率
に
関

す
る
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

 

 1
.平
均
保
険
料
率
に
つ
い
て

 

【
学
識
経
験
者
】 


 
国
庫
補
助
の
役
割
は
医
療
保
険
者
ご
と
の
保
険
料
率
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
す
る
も
の
で
あ
る
と

考
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
状
、
国
庫
補
助
が
あ
る
状
態
で
も
協
会
け
ん
ぽ
の
平
均
保
険
料
率
は

健
康
保
険
組
合
の
平
均
保
険
料
率
よ
り
も
高
い
水
準
に
あ
る
。
現
在
の
財
政
的
に
余
裕
が
あ
る
状
態

な
ら
ば
、
保
険
料
の
負
担
の
公
平
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
健
康
保
険
組
合
の
平
均
保
険
料
率
程
度
ま

で
下
げ
て
も
問
題
な
い
の
で
は
な
い
か
。

 

 


 

健
康
保
険
料
率
と
経
済
は
可
処
分
所
得
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
保
険
料
率
の
議
論
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
来
年
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
の
増
税

も
考
慮
し
た
う
え
で
議
論
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

 【
事
業
主
代
表
】
 


 
本
部
の

5
年
収
支
見
通
し
に
つ
い
て
、
こ
れ
だ
け
の
時
代
の
変
化
が
速
い
中
で
、
ど
こ
ま
で
信
頼
で

き
る
も
の
な
の
か
疑
問
で
あ
る
。
事
業
主
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
保
険
料
率
は
中
長
期
的
と
い
う
不

確
定
な
も
の
よ
り
も
、
単
年
度
の
現
実
的
な
数
字
で
議
論
す
べ
き
で
あ
り
、
下
げ
ら
れ
る
と
き
は
下

げ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

 

 


 

保
険
料
率
は
単
年
度
収
支
で
考
え
る
方
が
加
入
者
・
事
業
主
側
の
理
解
が
得
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
だ
け
の
黒
字
で
な
お
か
つ
必
要
以
上
に
準
備
金
が
積
み
あ
が
っ
て
い
る
状
態
な
ら
ば
、
保
険
料

率
は
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

 

 【
被
保
険
者
代
表
】
 


 
財
政
的
に
余
裕
が
あ
り
、
下
げ
ら
れ
る
と
き
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
で
は
あ
る
が
、
一
方

で
中
小
企
業
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
保
険
料
率
は

1
0
％
が
限
界
で
あ
り
、
将
来
的
に

1
0
％
を
超
え
て

欲
し
く
な
い
。

 

 

2
.都
道
府
県
単
位
保
険
料
率
を
考
え
る
上
で
の
激
変
緩
和
措
置

 

 
激
変
緩
和
率
は

1.4/10
ず
つ
の
引
き
上
げ
で
異
論
無
し
。

 

 

3
.保
険
料
率
の
変
更
時
期

 

 
変
更
時
期
は
平
成

31
年

4
月
納
付
分
（3
月
分
）か
ら
で
異
論
無
し
。
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
茨
城
支
部
）
 

  
平
成

30
年

11
月

2
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

 

 【
評
議
会
意
見
】
 


 
協
会
け
ん
ぽ
が
健
康
づ
く
り
へ
の
啓
発
を
は
じ
め
と
し
た
医
療
費
適
正
化
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
前

提
と
し
て
中
長
期
的
に
平
均
保
険
料
率
に
つ
い
て
は

10％
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
。

 


 
健
康
保
険
組
合
の
解
散
が
協
会
け
ん
ぽ
の
財
政
等
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
対
応
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
健
康
保
険
組
合
の
解
散
に
よ
る
事
業
所
数
・
加
入
者
数
の
増
加
お
よ
び
医
療
費
・
財

政
へ
の
影
響
を
見
込
ん
だ
う
え
で
収
支
見
通
し
を
作
成
し
て
ほ
し
い
。

 

 【
学
識
経
験
者
】
 


 
過
去
に
国
庫
補
助
率
を
減
額
さ
れ
た
経
緯
や
短
期
間
で
保
険
料
率
の
上
げ
下
げ
を
繰
り
返
す
こ

と
は
制
度
が
不
安
定
と
な
る
こ
と
、

2025
年
問
題
等
を
踏
ま
え
て
中
長
期
で
保
険
料
率
を
考
え
、

10
％
を
維
持
す
る
と
い
う
立
場
を
支
持
す
る
。
た
だ
し
、
国
民
や
協
会
け
ん
ぽ
が
健
康
づ
く
り
等
に

よ
り
な
る
べ
く
医
療
費
を
引
き
下
げ
ら
れ
る
よ
う
努
力
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。

 


 
財
政
的
な
側
面
か
ら
医
療
費
削
減
の
み
を
議
論
す
べ
き
で
は
な
く
、
加
入
者
の
視
点
か
ら
利
便
性
、

健
康
維
持
に
つ
な
が
る
こ
と
に
つ
い
て
は
必
要
な
コ
ス
ト
を
か
け
る
べ
き
。

 


 
保
険
料
率
を
決
定
す
る
仕
組
み
が
加
入
者
に
は
理
解
し
づ
ら
い
た
め
、
積
極
的
に
情
報
公
開
し

た
う
え
で
医
療
費
削
減
へ
の
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 

 【
事
業
主
代
表
】
 


 
経
済
成
長
等
に
よ
り
可
能
で
あ
れ
ば
短
期
的
な
保
険
料
率
の
見
方
も
必
要
と
思
う
が
、
制
度
の
安

定
維
持
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
中
長
期
的
に
保
険
料
率
を
考
え
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
や
む
を
得

な
い

 

 【
被
保
険
者
代
表
】
 


 
短
期
的
な
保
険
料
率
の
上
げ
下
げ
を
す
べ
き
で
は
な
く
、
長
期
的
な
見
方
で
現
状
を
維
持
し
、
安

定
を
図
る
べ
き
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
栃
木
支
部
）
 

  
平
成

30
年

10
月

22
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

 

 【
評
議
会
意
見
】
 

 
（
今
評
議
会
は
、
各
評
議
員
の
意
見
を
伺
う
た
め
の
会
の
た
め
、
各
委
員
か
ら
の
意
見
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
っ
た
。
）
 

 【
学
識
経
験
者
】
 


 

保
険
料
率
の
あ
る
べ
き
水
準
に
つ
い
て
、
現
状
、
動
く
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
だ
と
思
わ
れ
る
。
医

療
費
の
伸
び
が
賃
金
の
伸
び
を
上
回
る
と
い
う
赤
字
構
造
が
解
消
さ
れ
な
い
こ
と
に
加
え
、
健
康
保

険
組
合
の
解
散
に
伴
う
加
入
者
の
増
加
や
先
行
き
の
見
え
な
い
経
済
状
況
、
国
際
状
況
な
ど
を
鑑
み

る
と
、
現
状
維
持
を
基
本
と
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

 


 

保
険
料
率
の
変
更
時
期
に
つ
い
て
は
、
運
営
委
員
会
で
の
議
論
と
同
様
、
保
険
料
率
の
変
更
時
期
に

つ
い
て
は
、
平
成

3
1
年

4
月
納
付
分
か
ら
で
良
い
と
思
う
。

 

 【
被
保
険
者
代
表
】
 


 

都
道
府
県
単
位
保
険
料
率
を
考
え
る
上
で
の
激
変
緩
和
措
置
に
つ
い
て
は
、
平
成

3
1
年
度
の
激
変
緩

和
措
置
は
、

1
.4

/1
0
の
引
き
上
げ
、

8
.6

/1
0
で
良
い
の
で
は
な
い
か
。
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
群
馬
支
部
）
 

 平
成

30
年

10
月

22
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

 

 【
評
議
会
意
見
】
 


 
中
長
期
的
な
観
点
か
ら
平
均
保
険
料
率
１
０
％
維
持
は
妥
当
で
あ
る
。

 


 
激
変
緩
和
措
置
に
つ
い
て
は
平
成
３
２
年
度
の
解
消
に
向
け
計
画
通
り
１
０
分
の
１

.４
引
き

上
げ
で
異
論
な
し
。
 


 
保
険
料
率
の
変
更
時
期
は
平
成
３
１
年
４
月
納
付
分
が
妥
当
で
あ
る
。

 

 

 【
学
識
経
験
者
】
 


 
平
均
保
険
料
率
１
０
％
維
持
に
つ
い
て
は
致
し
方
な
い
が
、
保
険
者
と
し
て
有
益
な
協
会

 
 

 
 

デ
ー
タ
を
分
析
、
提
供
し
、
保
険
給
付
費
に
つ
い
て
抑
え
る
よ
う
な
対
策
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

 

 

 【
事
業
主
代
表
】
 


 
平
均
保
険
料
率
１
０
％
を
い
か
に
し
て
維
持
し
て
い
く
か
が
大
事
。
そ
の
た
め
に
も
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
の
推
進
等
の
適
正
化
に
努
め
て
頂
き
た
い
。
激
変
緩
和
措
置
に
つ
い
て
は
平
成
３

２
年
度
の
解
消
に
向
け
計
画
通
り
１
０
分
の
１

.４
引
き
上
げ
で
よ
い
。

 

 

 【
被
保
険
者
代
表
】
 


 
賃
金
の
上
昇
が
横
ば
い
、
か
つ
見
込
め
な
い
中
で
、
保
険
料
率
が
０

.５
％
以
上
の
引
上
げ
が
過

去
に
あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
経
験
を
し
て
い
る
我
々
か
ら
す
れ
ば
、
１
０
％
の
維
持
は
致
し
方

な
い
。
実
際
の
と
こ
ろ
賃
金
上
昇
率
０

.６
％
の
試
算
は
正
直
疑
問
。
保
険
料
率
の
変
更
時
期
に

つ
い
て
は
、
総
務
の
立
場
か
ら
み
て
も
平
成
３
１
年
４
月
納
付
分
か
ら
が
妥
当
で
あ
る
。

 


 
平
均
保
険
料
率
は
現
状
維
持
で
、
あ
と
は
、
ど
れ
だ
け
支
出
を
抑
え
ら
れ
る
の
か
が
重
要
。
予
防
医

療
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
中
で
、
医
療
機
関
の
確
保
等
の
他
、
更
な
る
保
険
者
機
能
の
発
揮
が
求
め
ら

れ
る
。

 

 

 
 

23



 

 

平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
埼
玉
支
部
）

 

  
平
成

30
年

10
月

24
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。
 

 【
学
識
経
験
者
】

 


 
平
均
保
険
料
率
は

1
0
％
を
維
持
す
べ
き
と
考
え
る
。
準
備
金
は
、
中
長
期
の
予
測
を
見
て
も
、
5
年

後
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
後
は
減
少
し
て
い
く
。
加
入
者
へ
は
、
早
期
に
平
均
保
険
料
率
が

10
％

以
上
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
情
報
発
信
す
べ
き
。
ま
た
、
健
康
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
企

業
に
対
し
て
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
 

 【
事
業
主
代
表
】

 


 
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
が
、
健
康
保
険
組
合
の
保
険
料
率
と
比
べ
て
低
く
な
る
と
、
解
散
す
る
組

合
が
増
え
て
、
協
会
け
ん
ぽ
へ
移
行
す
る
事
業
所
が
増
加
し
て
し
ま
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
平
均
保

険
料
率
は

1
0％

を
維
持
す
べ
き
と
考
え
る
。
 

 


 
事
業
主
の
保
険
料
負
担
は
非
常
に
大
き
い
た
め
、
保
険
料
率
の
軽
減
を
望
む
。
ま
た
、
国
庫
補
助
率

に
つ
い
て
、
健
康
保
険
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
上
限

20％
ま
で
の
引
き
上
げ
を
国
へ
要
望
す
べ
き
と

考
え
る
。
 

 

【
被
保
険
者
代
表
】

 


 
健
康
保
険
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
準
備
金
を
超
過
し
て
い
る
部
分
を
運
用
し
、
健
診
項
目
を
追
加
す

る
等
の
施
策
を
実
施
す
れ
ば
、
特
定
健
診
の
受
診
率
の
向
上
や
病
気
の
早
期
発
見
等
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。
 

 


 
健
康
保
険
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
準
備
金
を
超
過
し
た
分
に
つ
い
て
、
民
間
の
保
険
の
よ
う
に
、
加

入
者
へ
の
還
元
方
法
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。
 

 


 
保
険
料
が
高
い
と
い
う
声
を
多
く
聞
く
が
、
従
業
員
の
大
半
は
、
保
険
料
は
給
与
か
ら
引
か
れ
て
当

た
り
前
と
考
え
て
い
る
方
が
多
い
。
事
業
所
が
健
康
経
営
に
取
り
組
み
、
従
業
員
の
個
々
の
取
組
み

が
保
険
料
率
に
影
響
す
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
平
均
保
険
料
率

10
％
を
可
能
な
限
り
維
持
で
き
る

よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
千
葉
支
部
）
 

  
平
成

30
年

10
月

17
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

 

 

 【
学
識
経
験
者
】
 


 
去
年
、
保
険
料
率
に
関
す
る
意
見
と
し
て
「
加
入
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
引
き
下
げ
ら
れ
る
時
に

引
き
下
げ
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
」と
述
べ
た
。
加
入
者
の
立
場
で
こ
の
グ
ラ
フ
（単
年
度
収

支
差
と
準
備
金
残
高
の
推
移
）
を
見
せ
ら
れ
る
と
、
平
均
保
険
料
率
を

10％
に
据
え
置
く
こ
と
が
本

当
に
よ
い
の
か
と
疑
問
に
感
じ
る
。

 

 

 【
事
業
主
代
表
】
 


 
去
年
、
一
昨
年
も
同
じ
。
先
々
の
心
配
も
あ
る
の
で
平
均
保
険
料
率
は

10％
で
よ
い
。
し
か
し
、
国

の
立
場
に
な
る
と
、
準
備
金
が
こ
れ
ほ
ど
積
み
上
が
っ
て
も
い
い
も
の
か
と
考
え
る
可
能
性
は
あ
る
。

 

 

 【
被
保
険
者
代
表
】
 


 
定
年
延
長
が
増
え
て
も
、
経
営
者
側
か
ら
す
る
と
事
業
所
の
総
人
件
費
は
決
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
中

で
65
歳
ま
で
雇
用
す
る
の
で
、
賃
金
は
下
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

40
歳
く
ら
い
か
ら
賃
金
カ
ー
ブ

を
下
げ
て
い
か
な
い
と
総
人
件
費
を
維
持
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
見
る
と
、
賃
金
が
上
が
っ
て
い
く
と
い
う
想
定
は
予
定
ど
お
り
に
な
る
と
は
考
え
づ
ら
い
。

（
主
観
で
は
、
賃
金
の
変
化
は
水
平
線
に
近
い
凪
の
よ
う
な
状
態
だ
。
）
保
険
者
と
し
て
は
、
健
康

保
険
制
度
の
考
え
方
を
単
年
度
収
支
均
衡
と
す
る
の
が
原
則
だ
と
思
う
が
、
将
来
に
備
え
て
今
は

積
み
立
て
て
い
る
状
況
と
考
え
る
。
し
か
し
、
新
聞
報
道
等
で
「協
会
け
ん
ぽ

6
年
連
続
黒
字
。
積

立
金

2
兆
円
超
に
膨
ら
む
。
」と
言
わ
れ
る
と
、
加
入
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
衝
撃
的
で
あ
り
、
「な

ぜ
下
げ
て
く
れ
な
い
の
か
」
と
思
う
の
は
当
た
り
前
の
心
情
で
あ
る
。
我
々
評
議
員
は
、
こ
の
将
来
推

計
を
見
て
、
ど
う
す
る
か
と
い
う
議
論
を
す
る
が
、
一
般
の
被
保
険
者
に
は
「
こ
ん
な
に
儲
か
っ
て
い

る
の
に
、
な
ぜ
保
険
料
は
こ
ん
な
に
高
い
の
か
」
と
い
う
素
朴
な
疑
問
が
生
ま
れ
る
と
思
う
。
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
や
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
の
各
指
標
に
つ
い
て
頑
張
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

の
に
、
な
ぜ
下
が
ら
な
い
の
か
と
思
う
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
基
礎
資
料
は
危
機
感
を
煽
る
よ
う
な

資
料
に
見
え
る
。
加
入
者
の
立
場
か
ら
す
る
と
「少
し
で
も
下
げ
て
ほ
し
い
」と
思
う
。
努
力
し
た
結
果

が
反
映
さ
れ
た
ほ
う
が
よ
い
。
ど
の
資
料
を
以
て
ど
う
決
定
す
れ
ば
適
正
か
判
断
す
る
の
は
難
し
い
。

例
え
ば
、

2
兆
円
規
模
の
積
立
金
の
運
用
方
法
を
オ
ー
プ
ン
に
す
べ
き
。
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
 
保
険
料
率
最
高
の
支
部
と
最
低
の
支
部
に

1％
も
の
格
差
が
生
じ
る
こ
と
は
、
果
た
し
て
こ
れ
で
よ

い
の
か
と
疑
問
に
思
う
。
保
険
料
率
の
低
い
都
道
府
県
に
移
転
す
る
事
業
所
も
出
て
く
る
の
で
は

な
い
か
。

 

 


 
弊
社
は
茨
城
に
も
支
店
が
あ
る
が
、
茨
城
支
部
の
保
険
料
率
が
千
葉
支
部
よ
り
下
が
れ
ば
、
本
社

を
茨
城
に
移
転
す
る
こ
と
も
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。
何
百
人
も
い
る
会
社
で
は
保
険
料
率
が

1％

変
わ
る
だ
け
で
も
負
担
す
る
保
険
料
に
大
き
な
差
が
出
る
。

 

  
 

26



 

 

平
成

31
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見

 
（東

京
支
部
） 

  
平
成

30
年

10
月

30
日
（火
）に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

 

 ■
 
評
議
会
と
し
て
の
意
見

 

 １
．
平
均
保
険
料
率

 

 
今
回
の
資
料
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
収
支
や
法
定
準
備
金
の
残
高
見
込
の
推
移
な
ど
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

判
断
す
る
と
、
平
均
保
険
料
率

1
0.00％

維
持
が
望
ま
し
い
。

 

２
．
激
変
緩
和
措
置

 

 
解
消
期
限
ま
で
に
、
計
画
的
（均
等
）
に
激
変
緩
和
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

３
．
保
険
料
率
の
変
更
時
期

 

 
例
年
と
同
じ

4
月
納
付
分
（
3
月
分
）
か
ら
で
よ
い
。

 

 【保
険
料
率
に
関
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
】 

 
保
険
料
率
を
議
論
す
る
に
あ
た
り
、
収
支
差
や
被
保
険
者
数
、
賃
金
な
ど
の
推
移
を
も
と
に
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
提
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
議
論
は
し
や
す
く
な
っ
た
。
だ
が
、
よ
り
本
質
的
な
議
論
を
す
る
た
め
に
は
医

療
費
を
分
析
し
、
赤
字
構
造
と
な
る
要
因
な
ど
を
つ
き
と
め
、
評
議
会
に
提
示
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。

 

 
そ
れ
を
踏
ま
え
、
協
会
け
ん
ぽ
と
し
て
“
医
療
費
の
伸
び
を
ど
の
よ
う
に
抑
制
す
る
か
”
と
言
う
、
保
険
者
と
し
て

の
本
質
的
な
課
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 

  ■
 
各
評
議
員
か
ら
の
意
見

 

 

学
識
経
験
者

 

１
．
平
均
保
険
料
率

 

 
今
回
の
資
料
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
収
支
や
法
定
準
備
金
の
残
高
見
込
の
推
移
な
ど
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
示
さ
れ
る
と
、
平
均
保
険
料
率
は

10.00％
維
持
と
言
わ
ざ
る
を
え

な
い
。

 

 
良
い
意
味
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
状
況
に
な
ら
な
い
た
め
、
医
療
保
険
者
と
し

て
医
療
費
適
正
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

 
平
均
保
険
料
率

10.00
％
は
上
限
で
あ
り
、
超
え
な
い
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

 

 

２
．
激
変
緩
和
措
置

 

 
全
国
一
律
だ
っ
た
保
険
料
率
が
、
協
会
設
立
と
同
時
に
競
争
原
理
が
導
入
さ
れ
、
都

道
府
県
単
位
保
険
料
率
に
な
っ
た
と
思
う
。
平
成

31
年
度
末
で
激
変
緩
和
措
置
は
解
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消
さ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
仮
に
、
今
後
も
激
変
緩
和
措
置
が
続
く
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
全

国
一
律
の
保
険
料
率
で
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
、
期
限
ど
お
り
に
激
変
緩
和

措
置
を
解
消
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

事
業
主
代
表

 

１
．
平
均
保
険
料
率

 

 
一
個
人
と
し
て
、
事
業
主
と
し
て
は
下
げ
て
ほ
し
い
が
、
や
は
り
、
保
険
料
率
が
上
が
っ

た
と
き
の
従
業
員

(被
保
険
者

)側
か
ら
の
大
き
な
反
動
が
懸
念
さ
れ
る
。

 

 
確
か
に
、
法
定
準
備
金
が
積
み
上
が
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
使
っ
て
保
険
料
率
を
下

げ
た
い
気
持
ち
は
あ
る
。
だ
が
、
従
業
員
を
雇
用
し
て
い
れ
ば
賃
金
は
上
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
保
険
料
率
も
上
が
る
と
大
き
な
負
担
と
な
る
。
保
険
料
率
を
下

げ
て
も
、
ま
た
上
が
る
と
な
れ
ば
従
業
員

(被
保
険
者

)側
か
ら
の
大
き
な
反
動
が
想
定

さ
れ
る
の
で
、
平
均
保
険
料
率

10.00
％
を
維
持
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

 ３
．
保
険
料
率
の
変
更
時
期

 

 
4
月
納
付
分
が
定
着
し
て
お
り
、
変
更
す
る
と
特
に
事
業
主
側
に
混
乱
が
生
じ
る
と
思

う
。

 

被
保
険
者
代
表

 

１
．
平
均
保
険
料
率

 

 
今
後
の
保
険
料
率
の
議
論
に
つ
い
て
は
「中
長
期
で
考
え
る
と
い
う
立
ち
位
置
を
明
確

に
し
た
い
」
と
の
こ
と
だ
が
、
“単
年
度
で
利
益
が
で
れ
ば
加
入
者
に
還
元
す
る
”
と
い
う

考
え
を
な
く
す
べ
き
で
は
な
い
。
た
だ
、
現
時
点
で
は
、
収
支
や
法
定
準
備
金
の
残
高

見
込
の
推
移
な
ど
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
る
限
り
、
引
き
下
げ
と
は
言
え
な
い
状
況

で
あ
る
。

 

 
法
定
準
備
金
が
十
分
に
積
み
上
が
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
使
っ
て
保
険
料
率
を
下

げ
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
る
。
そ
の
旨
を
継
続
し
て
主
張
し
て
き
た
が
、
今
後
の
状
況
を

考
え
る
と
平
均
保
険
料
率

10.00
％
維
持
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

 

  

以
上
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
神
奈
川
支
部
）
 

  
平
成

30
年

10
月

25
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

 

 【
評
議
会
意
見
】
 


 

 
財
政
は
中
長
期
的
な
安
定
運
営
が
望
ま
し
い
た
め
、
平
均
保
険
料
率
は

10
％
を
維
持
す
る
べ

き
。

 


 

 
激
変
緩
和
措
置
の
解
消
に
つ
い
て
は
予
定
通
り

1.4
／

10
引
き
上
げ
る
べ
き
。

 


 

 
保
険
料
率
の
変
更
時
期
に
つ
い
て
は
平
成

31
年

4
月
納
付
分
か
ら
と
す
る
べ
き
。

 

  

 【
事
業
主
代
表
】
 


 

 
保
険
料
率
に
つ
い
て
中
長
期
的
な
観
点
で
見
る
か
短
期
的
な
観
点
で
見
る
か
と
い
う
論
点
は
、

毎
年
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。
運
営
委
員
会
に
お
い
て
理
事
長
か
ら
、
中
長
期
的
な
視
点
で
保

険
料
率
を
考
え
た
い
と
の
発
言
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
も
中
長
期
な
視
点
で
考
え
る
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
社
会
保
険
制
度
等
の
大
き
な
改
革
が
あ
れ
ば
別
だ
が
、
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
今
年

も
保
険
料
率
は
据
え
置
い
た
ほ
う
が
良
い
。

 


 

 
中
長
期
的
な
観
点
で
見
る
な
ら
ば
、
保
険
料
率
の
議
論
は
毎
年
行
う
の
で
は
な
く
、

3
年
か
ら

5

年
毎
に
行
う
と
い
う
考
え
も
取
り
入
れ
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

 


 

 
社
会
保
険
制
度
は
長
期
的
な
安
定
運
営
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
新
潟
支
部
）
 

  
平
成

30
年

10
月

31
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

 

 【
評
議
会
意
見
】
 


 

平
均
保
険
料
率
に
つ
い
て
、
中
長
期
的
に
み
て

10％
の
維
持
は
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
準
備
金

が
積
み
上
が
っ
て
い
る
こ
と
や
、
他
の
都
道
府
県
で
は
す
で
に

10
％
以
上
の
保
険
料
率
と
な
っ
て
い
る
背

景
を
踏
ま
え
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 【
学
識
経
験
者
】
 

（
平
均
保
険
料
率
に
つ
い
て
）

 


 

目
の
前
に
黒
字
が
出
る
と
還
元
し
た
く
な
る
が
、
中
長
期
的
の
考
え
方
に
な
る
と
、
将
来
の
た
め
に
蓄
え

る
と
い
う
こ
と
が
必
要
。

 


 

こ
の
と
こ
ろ
黒
字
と
な
っ
て
お
り
、
前
回
の
議
論
の
際
は
そ
の
よ
う
な
場
合
は
短
期
で
も
保
険
料
を
下
げ

た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
と
い
う
話
も
あ
っ
た
が
、
今
か
ら
下
げ
る
と
い
う
こ
と
を
せ
ず
維
持
が
良
い
の
で

は
と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
、
医
療
費
抑
制
の
た
め
の
事
業
を
継
続
し
つ
つ
、
あ
る
一
定
の
水
準
の
料
率
は

確
保
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 


 

新
潟
県
は
料
率
が
低
い
が
、
一
方
で
す
で
に

1
0
％
を
超
え
て
い
る
都
道
府
県
も
あ
る
。

1
0
％
維
持
と
い
う

議
論
で
あ
る
が
、
他
県
の
状
況
も
踏
ま
え
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 【
事
業
主
代
表
】
 

（平
均
保
険
料
率
・激
変
緩
和
措
置
に
つ
い
て
） 


 

資
料
に
は
「
予
断
を
許
さ
な
い
」
「
数
年
維
持
し
て
も
数
年
後
は
準
備
金
を
取
り
崩
す
」
「
中
長
期
的
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
記
載
が
多
く
あ
り
、

1
0
％
を
維
持
し
て
も
数
年
後
に
は
準
備
金
を
取
り

崩
し
た
り
、

1
0
％
以
上
の
保
険
料
を
負
担
す
る
必
要
性
が
出
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
激
変
緩
和
の
意
味

合
い
か
ら
す
る
と
、
保
険
料
に
対
し
て
こ
そ
激
変
緩
和
が
必
要
で
は
な
い
か
。
将
来
的
に

1
0
％
を
超
え
る

必
要
性
が
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
時
の
変
化
率
を
大
き
く
し
な
い
、
す
な
わ
ち
激
変

緩
和
措
置
を
と
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
最
低

1
0
％
の
維
持
は
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。

 


 

最
近
の
黒
字
要
因
の
診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
や
、
標
準
報
酬
の
引
き
上
げ
は
毎
年
で
き
る
こ
と
で
は

な
い
と
す
る
と
、
最
低

1
0
％
維
持
は
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 


 

高
額
の
薬
が
出
て
き
て
い
る
し
、
平
均
寿
命
も
延
び
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
医
療
費
は
増
え
て
い
く
。

中
長
期
的
に
見
て
、
現
状
下
げ
る
の
は
難
し
く
、

1
0
％
維
持
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

 


 

1
0
％
維
持
は
良
い
と
思
う
。
し
か
し
、
実
際
に
準
備
金
が
積
み
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
の
で
、

引
下
げ
等
の
議
論
が
出
て
く
る
の
も
仕
方
が
な
い
と
思
う
。
中
長
期
的
に
は
い
い
が
、
ど
の
あ
た
り
ま
で

「
中
長
期
的
」
が
通
る
の
か
。
準
備
金
に
は
保
険
料
以
外
の
補
助
金
や
税
金
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
将
来

的
に
補
助
金
が
下
げ
ら
れ
な
い
か
心
配
が
あ
る
。
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
 

準
備
金
は
医
療
費
の
支
出
以
外
、
例
え
ば
加
入
者
の
健
康
度
を
上
げ
る
活
動
に
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
良
い
の
で
は
な
い
か
。

 

 【
被
保
険
者
代
表
】
 

（料
率
の
変
更
時
期
に
つ
い
て
）
 


 
料
率
の
変
更
時
期
に
つ
い
て
は
、
変
え
る
事
情
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
変
更
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
富
山
支
部
）
 

  
平
成

30
年

10
月

31
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

 

 【
評
議
会
意
見
】
 


 
平
均
保
険
料
率
を

10
％
維
持
し
た
場
合
で
も
、
医
療
費
の
適
正
化
等
に
よ
る
都
道
府
県
単
位
保

険
料
率
を
下
げ
る
努
力
を
進
め
る
べ
き
。

 


 
激
変
緩
和
措
置
に
つ
い
て
、
計
画
通
り
段
階
的
な
解
消
を
進
め
る
べ
き
。

 


 
保
険
料
率
の
変
更
時
期
に
つ
い
て
は
、
例
年
通
り
４
月
納
付
分
か
ら
と
す
べ
き
。

 

  

 【
学
識
経
験
者
】
 


 
昨
今
の
健
康
保
険
組
合
の
解
散
等
の
事
例
を
踏
ま
え
れ
ば
、
保
険
料
率
の
あ
る
べ
き
水
準
に
つ

い
て
は
、
本
来
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
も
踏
ま
え
て
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
。

 

  

 【
被
保
険
者
代
表
】
 


 
保
険
料
率
を
固
定
す
れ
ば
、
賃
金
上
昇
に
伴
っ
て
支
払
う
保
険
料
の
金
額
は
上
が
る
こ
と
に
な
る
。

来
年
度
に
は
消
費
税
の
引
上
げ
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
負
担
が
増
え
る
一
方
で
あ
る
。
中
長
期
を

見
据
え
て
平
均
保
険
料
率

10％
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
理
解
す
る
が
、
健
康
寿
命
の
延
伸

や
近
年
の
賃
金
上
昇
等
も
あ
り
、
負
担
が
増
え
な
い
方
法
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

 


 
中
長
期
を
見
据
え
た
場
合
に
考
慮
す
べ
き
要
素
は
多
く
あ
り
、
一
概
に
ど
の
よ
う
な
水
準
が
望
ま
し

い
か
検
討
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
平
均
保
険
料
率

10％
を
維
持
し
た
場
合
で
も
富
山
支
部

の
保
険
料
率
は
引
下
げ
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
平
均
保
険
料
率
の

10％
維
持
を
支
持
し
た
い
。
ま

た
、
激
変
緩
和
措
置
に
つ
い
て
も
、
段
階
的
な
解
消
を
進
め
る
べ
き
。
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
石
川
支
部
）
 

  
平
成

30
年

11
月

2
日
に
開
催
し
た
評
議
会
に
お
け
る
、
評
議
員
の
意
見
を
報
告
し
ま
す
。

 

【
保
険
料
率
】 


 

10
年
後
の
モ
デ
ル
収
支
等
が
算
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
単
年
度
収
支
均
衡
は
名
目
だ

け
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
（学
識
経
験
者
）
 


 
医
療
費
自
体
は
少
な
く
と
も

2
年
に

1
回
診
療
報
酬
改
定
で
決
ま
っ
て
い
く
の
で
、
必
ず
し
も
自
然

的
な
推
移
で
い
く
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
当
然
増
え
る
見
込
み
が
あ
れ
ば
抑
制
す
る
作
用
が

診
療
報
酬
改
定
で
働
く
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
数
字
と
し
て
は
あ
ま
り
信
用
で
き
な
い
予
測
で
は
な
い

か
と
思
う
。
将
来
へ
の
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
、
平
均
保
険
料
率
は

10
％
固
定
と
い
う
結
論
が
あ
っ

て
作
ら
れ
た
資
料
に
思
え
る
。
（学
識
経
験
者
）
 


 
保
険
料
率
を
引
き
下
げ
た
と
し
て
も
、
逆
に
準
備
金
が
積
み
上
が
り
す
ぎ
て
も
、
国
庫
補
助
に
影
響

が
出
る
議
論
が
起
こ
り
か
ね
な
い
。
（学
識
経
験
者
）
 


 
健
康
保
険
が
赤
字
構
造
の
た
め
準
備
金
を
積
み
立
て
て
い
る
が
、
赤
字
構
造
を
変
え
な
け
れ
ば

い
ず
れ
破
綻
す
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
る
。
単
に
破
綻
を
先
延
ば
し
に
し
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ

れ
ば
、
保
険
料
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
時
に
は
下
げ
て
し
ま
う
方
が
良
い
。
（学
識
経
験
者
）
 


 
過
剰
に
反
応
し
将
来
予
測
が
悲
観
的
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
財
政
状
況
を
悪
く
な
る
方
へ
持
っ

て
い
こ
う
と
い
う
感
じ
が
す
る
。
保
険
料
率
を
引
き
下
げ
る
の
は
い
つ
で
も
で
き
る
の
で
、
全
国
平
均

保
険
料
率
を

10％
現
状
維
持
に
持
っ
て
い
き
た
い
思
惑
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
（事
業
主
代
表
）
 


 
保
険
料
の
仕
組
み
の
詳
細
を
も
っ
と
オ
ー
プ
ン
に
し
て
周
知
徹
底
し
て
い
か
な
い
と
、
誰
に
も
理
解

さ
れ
な
い
し
、
理
屈
が
通
ら
な
い
。
ま
た
、
後
期
高
齢
の
保
険
料
も
含
め
、
構
造
か
ら
変
え
て
い
か

な
け
れ
ば
何
も
変
わ
ら
な
い
。
（事
業
主
代
表
）
 


 
社
会
保
障
そ
の
も
の
の
構
造
の
誤
り
を
探
し
出
し
、
解
決
策
を
考
え
て
い
か
な
い
と
、
ど
ん
ど
ん
医

療
費
が
増
加
し
て
い
る
現
状
で
は
こ
の
先
続
か
な
い
。
（事
業
主
代
表
）
 


 
引
き
下
げ
が
可
能
な
時
は
、
引
き
下
げ
て
も
ら
い
た
い
。
保
険
料
率
の
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
あ
る
と
い
う
実
感
を
感
じ
ら
れ
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
。
（被
保
険
者
代
表
）
 

 【
激
変
緩
和
措
置
】 


 
激
変
緩
和
措
置
は
、
平
成

32
年

3
月

31
日
の
解
消
に
向
け
均
等
に
引
き
上
げ
る
。
（評
議
員
一

致
） 

 【
変
更
時
期
】
 


 
保
険
料
率
の
変
更
時
期
は
、

4
月
納
付
分
か
ら
の
変
更
と
す
る
。
（評
議
員
一
致
）
 

以
上
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
福
井
支
部
）
 

  
平
成

30
年

10
月

25
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

 

 【
評
議
会
意
見
】
 


 
平
成

31
年
度
の
激
変
緩
和
率
に
つ
い
て
異
論
な
し

 


 
保
険
料
率
の
変
更
時
期
は

4
月
納
付
分
（3
月
分
）か
ら
で
異
論
な
し

 

 

 

【
学
識
経
験
者
】
 


 
「低
成
長
ケ
ー
ス
×

0.5
」試
算
の
保
険
料
率
は
、

9.9％
ぐ
ら
い
必
要
で
あ
る
。

 

  【
事
業
主
代
表
】
 


 
賃
金
上
昇
率
を

10
年
予
測
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
の
で
、
例
え
ば

3
か
月
ご
と
に
補
正
し
て

ど
れ
だ
け
ず
れ
て
き
た
の
か
、
と
い
う
視
点
で
行
っ
て
は
ど
う
か
。

 

  【
被
保
険
者
代
表
】
 


 
今
後

10
年
間
の
人
口
統
計
や
制
度
改
正
を
加
味
す
る
の
は
難
し
い
。
「低
成
長
ケ
ー
ス
×

0.5
」と

い
う
の
は
労
働
者
側
も
使
用
者
側
も
希
望
だ
と
思
う
が
、

9.9％
で
も

9.8
％
で
も

20
28
年
ま
で
は
な

ん
と
か
な
る
の
で
は
な
い
か
。
楽
観
視
で
き
な
い
場
合
は
、
成
長
率

0.6％
で
見
る
と

9.8％
で
よ
い

の
で
は
な
い
か
。
法
定
準
備
金
が

3
か
月
分
に
な
れ
ば
保
険
料
率
は
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
、

料
率
が

10％
を
超
え
て
も
よ
い
の
か
と
い
う
話
に
な
れ
ば
、
誰
し
も

10％
は
限
界
だ
と
い
う
意
見
は

変
わ
ら
な
い
と
思
う
。

10
％
を
落
と
し
て
あ
る
程
度
継
続
的
な
保
険
運
用
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
の

が
見
極
め
ど
こ
ろ
と
感
じ
る
。
保
険
料
を
払
っ
て
い
る
方
は
変
わ
っ
て
い
く
の
で
、
実
態
に
合
わ
せ

て
多
少
の
上
げ
下
げ
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
山
梨
支
部
）
 

  
平
成

30
年

10
月

9
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

 

  【
学
識
経
験
者
】
 


 
保
険
料
率
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
に
も
流
動
的
な
要
因
が
多
す
ぎ
て
見
通
し
が
立
て
づ
ら
い
。
学
識

経
験
者
と
い
う
立
場
か
ら
言
え
ば
、
負
担
割
合
が
毎
年
変
動
し
て
い
く
と
い
う
の
は
恐
ろ
し
い
。
で
き

れ
ば
平
均
保
険
料
率

10％
を
可
能
な
限
り
維
持
し
、
そ
の
中
で
、
保
険
料
率
が
上
昇
す
る
要
因
を

で
き
る
限
り
軽
減
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
し
か
な
い
と
考
え
る
。

 

   【
被
保
険
者
代
表
】
 


 
労
働
者
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
保
険
料
率
は
年
度
の
収
支
差
を
鑑
み
て
、
上
げ
る
時
に
は
上
げ
る
、

下
げ
ら
れ
る
時
に
は
下
げ
る
と
い
う
方
が
良
い
。
近
年
は
所
得
格
差
が
開
い
て
中
間
所
得
層
が
少

な
く
な
り
、
５
～
１
０
年
先
を
考
え
て
も
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
た
。
消
費
税
１
０
％
も
控
え
て
お
り
、
労

働
者
へ
の
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
消
費
税
の
増
税
分
を
高
齢
者
医
療
に
充
て
て

保
険
料
の
上
昇
を
抑
え
る
よ
う
に
は
で
き
な
い
の
か
。

 


 
激
変
緩
和
も
平
成
３
２
年
度
に
解
消
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
気
に
解
消
す
る
よ
り
徐
々
に
解
消
す

る
方
が
良
い
。
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
岐
阜
支
部
）

 

   
平
成

3
0
年

1
0
月

2
5
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

 

 【
評
議
会
意
見
】

 


 

平
均
保
険
料
率

1
0
.0

0
％
維
持
で
良
い
。

 

  【
事
業
主
代
表
】

 


 

一
度
保
険
料
率
を
下
げ
る
と
、
次
に
上
げ
る
と
き
に
大
変
な
の
で
今
の
ま
ま
で
い
い
と
思
う
。
た
だ
、

4
,5

0
0

億
円
も
黒
字
が
あ
る
の
に
な
ぜ
下
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
と
い
う
意
見
は
、
一
般
の
方
か
ら
は
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。

 

  【
被
保
険
者
代
表
】

 


 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
と
、

1
0
.0

0
％
だ
と

1
0
年
は
準
備
金
残
高

1
か
月
分
を
割
り
込
む
こ
と
は
な
い

た
め
、

1
0
.0

0
％
維
持
し
て
も
問
題
な
い
と
思
う
。
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
静
岡
支
部
）
 

  
平
成

30
年

10
月

31
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

 

 【
評
議
会
意
見
】
 


 
中
長
期
的
な
視
点
か
ら

10％
維
持
で
異
議
な
し

 

  

 【
学
識
経
験
者
】
 


 
今
後

10
年
経
過
後
に
は
保
険
料
率

10％
で
も
準
備
金
が
底
を
つ
く
可
能
性
が
高
く
、
堅
実
な
運

営
が
求
め
ら
れ
る
。

 


 
社
会
保
障
制
度
に
お
い
て
は
、

10
年
後
以
降
は
人
口
態
等
に
も
変
動
が
生
じ
、
試
算
が
難
し
い
。

（よ
り
厳
し
い
状
況
が
想
定
さ
れ
る
が
、
都
度
堅
い
試
算
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
）
 


 
黒
字
の
時
に
は
保
険
料
率
を
引
き
下
げ
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
の
は
理
解
で
き
る
が
、
中
長
期
的

な
視
点
か
ら
現
状
維
持
が
妥
当
と
考
え
る
。

 

   

【
事
業
主
代
表
】
 


 
特
段
意
見
な
し

 

   

【
被
保
険
者
代
表
】
 


 
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
上
の
賃
金
上
昇
率
の
設
定
が
現
実
よ
り
低
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
実
際
は
財
政

的
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
余
裕
が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
提
示
の
も
の
は
手
堅
い
試
算
で
あ
り

何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
中
長
期
的
な
ス
パ
ン
の
中
で

10％
維
持
は
妥
当
と
考
え
る
。
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
愛
知
支
部
）
 

 平
成

30
年

10
月

31
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

 

 【
評
議
会
意
見
】
 

 ○
中
長
期
的
に
安
定
し
た
財
政
運
営
と
い
う
観
点
か
ら
、
保
険
料
率

10％
維
持
が
妥
当
。

 

 

（
事
業
主
代
表
）
 

 

○
準
備
金
の
残
高
が
積
み
あ
が
っ
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、
保
険
料
率
を
下
げ
た
ら
国
庫
補
助
率
が

下
が
る
の
で
は
と
い
う
懸
念
が
あ
る
。
健
康
保
険
組
合
の
解
散
が
相
次
い
で
い
る
状
況
で
も
あ
り
、
保

険
料
率

10％
は
維
持
し
な
い
と
い
け
な
い
。

 

 

（
学
識
経
験
者
）
 

 

○
保
険
料
率
を
下
げ
る
と
、
健
康
保
険
組
合
が
解
散
す
る
流
れ
を
加
速
す
る
の
は
明
ら
か
な
の
で
、
保

険
料
率

10
％
維
持
は
や
む
を
得
な
い
。
か
わ
り
に
、
加
入
者
が
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
実
感
で
き
る
事
業
へ

の
展
開
が
必
要
。
た
と
え
ば
健
診
費
用
の
補
助
拡
大
等
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
実
施
し
て
は
ど
う
か
。
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
三
重
支
部
）

 

 

平
成

30
年

10
月

24
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。
 

 １
．
平
成

31
年
度
平
均
保
険
料
率
に
つ
い
て

 

 【
評
議
会
意
見
】
 

 
・
 
三
重
支
部
評
議
会
の
意
見
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
維
持
・
引
き
下
げ
の
両
論
併
記
で
変
わ

り
は
な
い
。
 

 【
学
識
経
験
者
】
 

・
 
運
営
委
員
会
で
の
議
論
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
三
重
支
部
評
議
会
の
考
え
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。

一
つ
は
、
中
長
期
的
に
考
え
る
と
安
易
に
保
険
料
率
の
引
き
上
げ
と
は
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た

保
険
料
率
を
一
度
引
き
下
げ
る
と
、
今
後
引
き
上
げ
る
際
の
上
げ
幅
が
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら

慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

 

も
う
一
つ
は
、
協
会
の
財
政
は
単
年
度
収
支
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
険
料
率
を
引
き
下
げ
ら

れ
る
と
き
は
下
げ
る
選
択
肢
も
検
討
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
加
入
者
・
事
業
主
の
立

場
で
考
え
れ
ば
、
少
し
で
も
引
き
下
げ
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
引
き
下
げ
て
は
ど
う
か
と
い
う

考
え
に
な
る
。
 

 

【
事
業
主
代
表
】
 

・
 
保
険
料
率
に
関
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
保
険
料
率

10％
を
維
持
し
た
場
合
と
保
険

料
率
を
引
き
下
げ
た
場
合
に
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
パ
タ
ー
ン
に
お
い
て
も
、
い
ず
れ
は
協
会

の
収
支
が
赤
字
に
な
り
準
備
金
を
取
り
崩
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
財
政
を
安
定
的
に
運
営
す

る
た
め
に
は
、
保
険
料
率
を
引
き
上
げ
る
試
算
を
行
う
こ
と
も
必
要
な
こ
と
で
は
な
い
か
。

 

・
 
協
会
の
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
高
齢
化
に
伴
い
高
齢
者
医
療
へ
の
拠
出
金
の
増
大
も
予
測

さ
れ
る
な
ど
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
お
い
て
、
協
会
が
中
長
期
的
に
安
定
運
営
す
る
た
め
に

は
、
保
険
料
率
を
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
期
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

 

・
 
保
険
料
率
に
関
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
い
ず
れ
の
試
算
に
お
い
て
も
収
支
が
赤
字

に
転
落
す
る
と
い
っ
た
悲
観
的
な
デ
ー
タ
に
な
っ
て
い
る
が
、
中
長
期
的
に
考
え
て

10％
を
維

持
す
る
と
い
っ
た
こ
と
以
外
に
も
、
協
会
が
施
策
を
実
施
し
、
多
少
の
痛
み
を
伴
っ
て
も
結
果

と
し
て
プ
ラ
ス
に
な
る
と
い
っ
た
先
行
き
の
明
る
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
ほ
し
い
。
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２
．
激
変
緩
和
率
に
つ
い
て

 

 
・
計
画
的
に
解
消
す
る
こ
と
と
し
て

10
分
の

1.4
引
き
上
げ
て

10
分
の

8.6
で
よ
い
。

 

 ３
．
保
険
料
率
の
変
更
時
期
に
つ
い
て

 

 
・
平
成

31
年

4
月
納
付
分
（

3
月
分
）
か
ら
の
変
更
で
よ
い
。
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
滋
賀
支
部
）
 

  
平
成

30
年

11
月

1
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

 

 【
評
議
会
意
見
】
 


 
中
長
期
的
に
安
定
を
図
る
と
い
う
意
味
で
平
均
保
険
料
率

10％
を
維
持
す
る
と
い
う
意
見
を
支
持

す
る
。

 

 

【
学
識
経
験
者
】
 


 
政
策
的
に
は
、
診
療
報
酬
改
定
は
マ
イ
ナ
ス
の
方
向
で
働
く
と
思
う
が
、
現
状
、
暫
く
様
子
を
見
守

る
方
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

 


 
中
長
期
的
に
で
き
る
限
り
安
定
さ
せ
た
い
。
保
険
料
率
を
毎
年
上
げ
た
り
下
げ
た
り
す
る
の
は
、
上

手
く
機
能
し
て
い
る
財
政
で
あ
れ
ば
成
立
す
る
と
考
え
る
が
、
現
状
は
そ
う
で
は
な
い
と
考
え
る
た

め
。

 


 
経
営
と
い
う
問
題
が
あ
る
か
と
思
う
が
、
今
は
平
均
保
険
料
率

10
％
を
維
持
す
る
方
向
で
進
め
た

方
が
良
い
と
考
え
る
。

 

 【
事
業
主
代
表
】
 


 
現
在
の
財
政
、
協
会
け
ん
ぽ
の
継
続
性
と
い
う
点
が
大
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
均
保
険
料
率

10
％
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
適
当
と
考
え
る
。
保
険
料
率
を
上
げ
た
り
下
げ
た
り
と
い
う
乱
高
下
に

つ
い
て
は
、
上
げ
る
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
非
常
に
必
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
と
、
国
庫
補
助
の
話
も

非
常
に
厳
し
い
状
況
だ
と
考
え
る
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。

 


 
協
会
け
ん
ぽ
が
赤
字
構
造
で
あ
る
こ
と
や

2025
年
問
題
も
理
解
は
で
き
た
が
、
準
備
金
が
積
み
上

が
っ
て
い
る
な
ら
ば
一
度
は
保
険
料
率
を
下
げ
る
事
も
可
能
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
運
営
委

員
会
の
委
員
の
発
言
に
も
あ
る
よ
う
に
協
会
け
ん
ぽ
の
財
政
状
況
は
理
解
で
き
る
が
、
下
げ
ら
れ
る

時
に
は
下
げ
る
と
い
う
の
が
選
択
肢
の
う
ち
の

1
つ
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。

 


 
評
議
会
で
議
論
し
た
結
果
、
平
均
保
険
料
率

10
％
を
維
持
す
る
と
い
う
事
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

も
良
い
と
思
う
。

 


 
将
来
的
に
は
懸
念
材
料
の
方
が
多
い
と
思
う
。
そ
う
考
え
る
と
短
期
的
な
考
え
よ
り
中
長
期
的
に
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。
今
後
の
保
険
料
率
を
引
き
下
げ
て
い
く
よ
う
な
医
療
費
適
正
化
や
保
健
事
業
等

に
注
力
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

 

 

【
被
保
険
者
代
表
】
 


 
特
段
の
反
対
意
見
な
し
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
京
都
支
部
）
 

 
平
成

30
年

10
月

30
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

 

【
平
均
保
険
料
率
に
つ
い
て
】
 

 （学
識
経
験
者
） 


 
保
険
料
等
の
地
域
差
の
背
景
が
何
な
の
か
、
ど
う
い
う
こ
と
に
焦
点
化
し
て
予
防
し
て
い
く
と
効
果

的
、
効
率
的
に
医
療
費
抑
制
に
つ
な
が
る
の
か
を
広
く
周
知
し
て
い
く
こ
と
が
若
い
世
代
の
納
得

感
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

 


 
社
会
保
障
全
体
で
の
議
論
が
み
え
な
い
間
は
保
険
料
率

10％
を
維
持
し
た
い
。

 


 
中
長
期
の
見
通
し
は
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
過
去
の
例
か
ら
予
測
通
り
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
医

療
費
動
向
や
経
済
状
況
を
中
長
期
で
見
通
す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
検
証
も
難
し
い
。
よ
っ
て
、
中

長
期
を
見
通
せ
る
な
ら

10%維
持
と
考
え
る
が
、
見
通
せ
な
い
現
状
で
は
下
げ
る
べ
き
と
考
え
る
。

 

 

（事
業
主
代
表
） 


 
保
険
料
率
の
説
明
資
料
に
つ
い
て
は
去
年
と
今
年
で
ス
タ
ン
ス
が
違
う
よ
う
に
感
じ
る
。
去
年
は
客

観
的
な
資
料
の
説
明
だ
っ
た
。
今
年
は
説
得
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
が
、
中
長
期
の
ス
パ
ン
で
考
え
る

こ
と
は
理
解
で
き
る
。

 


 

2
年
に

1
度
で
も
よ
い
の
で
保
険
料
率
を
引
き
下
げ
る
べ
き
。
上
げ
る
べ
き
時
は
上
げ
、
下
げ
る
べ

き
時
は
下
げ
る
こ
と
で
加
入
者
に
保
険
料
率
決
定
の
仕
組
み
を
理
解
し
て
も
ら
う
べ
き
。

 

 

（被
保
険
者
代
表
） 


 
準
備
金
が
積
み
あ
が
っ
て
い
る
現
状
で
保
険
料
率
を
維
持
す
る
こ
と
は
単
年
度
収
支
を
基
に
保
険

料
率
を
決
定
す
る
と
い
う
趣
旨
に
反
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

 


 
以
前
よ
り
赤
字
と
な
る
試
算
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
準
備
金
が
積
み
上
が
っ
て
い
る
。

試
算
の
検
証
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

 


 
現
在
働
い
て
い
る
若
い
世
代
の
た
め
に
保
険
料
率
は
下
げ
、
必
要
な
時
期
に

10
％
に
戻
せ
ば
よ

い
。

 


 
財
政
安
定
を
求
め
る
な
ら
ば
保
険
料
率

10％
を
維
持
し
た
い
。

 


 
後
期
高
齢
者
医
療
や
社
会
保
障
全
体
を
見
据
え
て
、
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
う
え
で
今
は

料
率
を
下
げ
る
時
期
で
は
な
い
。

10%維
持
す
べ
き
と
考
え
る
。
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【
激
変
緩
和
措
置
に
つ
い
て
】
 

  
 
（事
業
主
代
表
） 


 
激
変
緩
和
措
置
は
計
画
的
に

1.4
ず
つ
解
消
し
て
い
け
ば
よ
い
。

 

 

 
 
（被
保
険
者
代
表
）
 


 
激
変
緩
和
措
置
は
平
成

31
年
度
で
す
べ
て
解
消
し
て
も
よ
い
。

 

  

【
変
更
時
期
に
つ
い
て
】 

 
 

 
（
評
議
会
） 


 
平
成

31
年

4
月
納
付
分
か
ら
の
変
更
で
よ
い
。
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
大
阪
支
部
）
 

  
平
成

30
年

10
月

22
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

 

 ≪
総
括
≫

 

【
評
議
会
意
見
】
 


 
平
均
保
険
料
率
は

1
0
％
が
上
限
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
。

 

 

 

≪
個
別
意
見
≫

 

【
学
識
経
験
者
】
 


 

原
則
的
に
は
単
年
度
収
支
で
考
え
る
べ
き
。
こ
こ
ま
で
準
備
金
が
積
み
あ
が
っ
て
き
た
の
で
あ
れ
ば
、
将

来
的
に
み
る
と
ど
う
な
る
か
と
い
う
問
題
は
あ
る
が
、
少
し
で
も
保
険
料
率
を
下
げ
る
と
、
加
入
者
に
と

っ
て
も
働
き
甲
斐
が
出
る
の
で
は
な
い
か
。

 


 

時
間
の
経
過
と
と
も
に
考
え
方
も
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
動
向
の
変
化
を
評
議
会
意
見
と
し
て
、
十
分
に

受
け
止
め
て
ほ
し
い
。

 


 

平
均
保
険
料
率
は

1
0
％
が
限
界
。
こ
の
考
え
は
継
続
し
て
死
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
律
上
は
給
付

に
支
障
が
出
な
い
よ
う
に
１
か
月
分
の
準
備
金
を
持
っ
て
お
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
準
備

金
の
位
置
づ
け
を
考
え
直
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

1
か
月
の

3
.1

倍
の
準
備
金
が
積
も
っ
て
い
る
と
い
う

見
方
で
は
い
け
な
い
。
余
剰
分
の
準
備
金
を
使
っ
て
医
療
費
削
減
の
事
業
を
す
る
等
、
制
度
の
見
直
し
が

必
要
で
あ
る
。
準
備
金
が
増
え
た
か
ら
、
国
庫
補
助
率
を
下
げ
る
と
い
う
動
き
に
な
ら
な
い
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 


 

平
均
保
険
料
率
は

1
0
％
が
限
界
と
い
う
の
は
、
理
屈
で
は
な
く
感
覚
の
問
題
だ
が
、
そ
の
感
覚
を
重
視
し

て
ほ
し
い
。
加
入
者
の
感
情
を
軽
視
し
て
い
た
だ
き
た
く
は
な
い
。
将
来
的
に
み
る
と
、
保
険
料
率
を
上

げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
期
は
、
お
そ
ら
く
や
っ
て
く
る
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
、
医
療
費
抑
制
な
ど
の

最
大
限
の
努
力
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 


 

激
変
緩
和
措
置
、
保
険
料
率
変
更
時
期
に
つ
い
て
、
異
論
は
な
い
。
た
だ
し
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
に

つ
い
て
は
疑
問
で
あ
る
。
健
保
組
合
は
そ
れ
ぞ
れ
が
別
組
織
な
の
で
競
わ
せ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
こ
と

は
わ
か
る
が
、
協
会
け
ん
ぽ
は
一
つ
の
組
織
で
あ
る
。
都
道
府
県
支
部
ご
と
に
競
わ
せ
る
こ
と
に
意
味
は

あ
る
の
か
。
相
互
扶
助
の
精
神
で
運
営
す
べ
き
。
決
ま
っ
た
以
上
は
と
り
あ
え
ず
制
度
を
運
用
し
て
み
て
、

必
ず
検
討
、
分
析
を
行
い
、
今
後
の
影
響
を
把
握
し
て
ほ
し
い
。
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【
事
業
主
代
表
】
 


 

事
業
主
と
し
て
、
従
業
員
の
給
料
を
頑
張
っ
て
上
げ
た
と
し
て
も
、
健
康
保
険
料
が
上
が
る
と
手
取
り
が

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
た
め
、
従
業
員
と
し
て
も
給
料
が
上
が
っ
た
と
い
う
実
感
が
な
い
。
事
業
主
、
従
業

員
双
方
か
ら
見
て
も
、
保
険
料
率
を
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
。

 

  【
被
保
険
者
代
表
】
 


 

激
変
緩
和
措
置
、
変
更
時
期
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
、
異
論
は
な
い
。
保
険
料
率
に
関
し
て
、
理
事
長

も
中
長
期
視
点
で
考
え
る
と
い
う
意
思
を
示
さ
れ
て
い
る
中
で
は
、
平
均
保
険
料
率

1
0
％
が
限
界
で
あ
る
。

こ
れ
以
上
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
下
げ
ら
れ
る
と
き
に
は
、
下
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
本

音
で
あ
る
。

 


 

健
康
保
険
制
度
を
永
続
的
に
運
営
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
基
本
。
長
期
的
に
見
れ
ば
赤
字
に
な
る
こ
と

は
確
実
で
あ
る
。
こ
の
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
れ

ば
納
得
で
き
る
。
加
入
者
が
納
得
で
き
る
理
由
を
示
す
必
要
が
あ
る
。

 


 

一
個
人
と
し
て
、
保
険
料
率
は
低
い
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。
か
つ
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
。
何

ら
か
の
形
で
加
入
者
に
還
元
す
る
取
組
を
し
て
ほ
し
い
。
加
入
者
ニ
ー
ズ
の
高
い
取
組
は
ど
ん
ど
ん
続
け

て
ほ
し
い
と
思
う
。
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
兵
庫
支
部
）
 

  
平
成

30
年

10
月

24
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

 

 【
評
議
会
意
見
】
 

●
 
法
定
準
備
金
を
超
え
た
準
備
金
が
積
み
あ
が
っ
て
い
る
以
上
、
平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
つ
い
て
は
引

き
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

 

  

 【
学
識
経
験
者
】
 


 
世
界
で
一
番
厳
し
い
計
画
経
済
を
敷
い
て
い
た
ソ
連
の
計
画
で
さ
え

5
か
年
計
画
で
あ
る
、
自
由
主
義
経

済
は
変
動
す
る
の
が
当
た
り
前
で
あ
る
。
ど
の
国
で
も

5
年
先
の
計
画
を
立
て
る
こ
と
す
ら
難
し
い
中
で

1
0
年
先
の
見
込
み
で
保
険
料
率
を
考
え
る
こ
と
自
体
考
え
ら
れ
な
い
。
短
期
的
視
野
で
保
険
料
率
を
考

え
る
べ
き
で
あ
り
、
個
人
と
し
て
は
昨
年
と
意
見
は
変
わ
ら
ず
保
険
料
率
は
引
き
下
げ
る
べ
き
と
考
え
る
。

ま
た

2
0

2
5
年
に
社
会
保
険
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
は
明
ら
か
な
の
だ
ろ
う
が
、
団
塊
の
世
代
が
後
期
高

齢
者
に
な
り
そ
れ
を
国
民
全
体
ど
う
分
か
つ
か
と
い
う
議
論
で
あ
り
政
府
が
責
任
を
持
っ
て
解
決
す
べ
き

課
題
で
あ
る
。
そ
れ
を
根
拠
に
こ
れ
だ
け
の
準
備
金
が
積
み
あ
が
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
保
険
料
率

の
維
持
を
前
提
に
議
論
す
べ
き
で
は
な
い
。

 


 
保
険
料
率
に
か
か
る
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

5
年
先
を
見
て
み
て
も
お
お
む
ね

2
か
月
分
の
準
備
金
が
あ

る
。
そ
の
状
況
で
中
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
保
険
料
率
の
設
定
は
首
を
か
し
げ
ざ
る
を
得
な
い
。

 

 

 

 【
事
業
主
代
表
】
 


 
法
定
準
備
金
が
積
み
あ
が
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
な
が
ら
保
険
料
率
の
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
な
い
状
況
が

続
け
ば
加
入
者
、
事
業
主
の
健
康
づ
く
り
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下
す
る
の
で
引
き
下
げ
る
べ
き
。
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
奈
良
支
部
）

 

  
平
成

3
0
年

1
0
月

2
9
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

 

 【
学
識
経
験
者
】

 


 

支
出
の
中
の
か
な
り
大
き
な
割
合
を
高
齢
者
医
療
へ
の
拠
出
金
が
占
め
て
い
る
。
本
当
は
こ
こ
の
と
こ
ろ
を

心
配
し
て

1
0
％
に
据
え
置
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
こ
こ
を
も
っ
と
抑
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
料
率
を
下
げ
る
と
い
う
議
論
に
も
な
ろ
う
が
、
こ
れ
か
ら
団
塊
の
世
代
が

7
5
歳
以
上
に
な
っ
て
い
く
中
、

こ
の
部
分
の
支
出
が
も
っ
と
増
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
医
療
費
の
伸
び
率
と
賃
金
の
伸
び
率
の
差
と
の
ワ
ニ

の
口
の
構
造
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
よ
り
も
高
齢
者
へ
の
拠
出
金
の
影
響
の
方
が
大
き
い

の
で
は
な
い
か
。

 


 

私
は
零
細
企
業
の
経
営
者
で
も
あ
る
の
で
、
そ
の
立
場
か
ら
も
保
険
料
率

1
0
％
と
い
う
の
は
や
は
り
限
界
で

あ
る
と
感
じ
る
。
ま
た
、
医
療
機
関
を
受
診
し
た
際
の
自
己
負
担
が

3
割
と
い
う
の
も
、
こ
れ
も
ま
た
限
界

で
あ
る
。
自
己
負
担
が
こ
れ
以
上
増
え
る
と
何
の
た
め
の
保
険
か
と
思
う
。
一
方
で
、
年
に
一
度
送
ら
れ
て

く
る
医
療
費
通
知
を
見
る
と
、
こ
ん
な
に
も
医
療
費
が
か
か
っ
て
い
る
の
か
と
思
う
し
、
一
定
の
自
己
負
担

で
医
療
が
受
け
ら
れ
る
こ
の
制
度
が
本
当
に
あ
り
が
た
い
と
も
思
う
。
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
負
担

は
限
界
で
は
あ
る
が
、
現
在
の
こ
の
水
準
で
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
こ
の
制
度
を
ぜ
ひ
維
持
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、
全
体
の
小
さ
な
努
力
を
積
み
重
ね
る
し
か
な
い
と
考
え
る
。

 


 

社
会
保
障
費
の
伸
び
を

5
0
0
0
億
円
に
抑
制
す
る
と
い
う
報
道
も
あ
る
な
か
で
、
協
会
へ
の
国
庫
補
助
が
削

減
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

 【
事
業
主
代
表
】

 


 

事
務
局
の
説
明
に
あ
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
る
と
か
な
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

保
険
料
率
の
議
論
で
あ
れ
ば
収
入
の
話
と
な
る
が
、
気
に
な
る
の
は
む
し
ろ
支
出
の
方
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
推
進
や
レ
セ
プ
ト
点
検
な
ど
支
出
を
抑
え
る
努
力
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
予
防
の

観
点
に
も
力
を
入
れ
る
べ
き
。
保
険
料
率
を
い
く
ら
に
す
る
の
か
と
い
う
議
論
よ
り
も
、
そ
う
い
っ
た
議
論

の
方
が
大
切
で
は
な
い
か
。

 


 

協
会
支
部
、
加
入
者
、
事
業
主
の
努
力
で
積
み
あ
が
っ
た
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
た
に
積
み
上

が
っ
た
準
備
金
残
高
の

1
6
.4
％
を
国
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
納
得
が
い
か
な
い
。

 

 【
被
保
険
者
代
表
】

 


 

昨
年
も
議
論
に
な
っ
た
が
、
一
度
引
き
下
げ
て
次
に
急
激
に
上
が
る
と
な
る
と
や
は
り
し
ん
ど
い
。
下
げ
ら

れ
る
な
ら
下
げ
る
べ
き
と
い
う
意
見
も
あ
る
と
思
う
が
、
そ
れ
は
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
意
見
で

は
な
い
か
と
感
じ
る
。
若
い
世
代
に
つ
け
を
回
す
べ
き
で
は
な
い
。
安
定
的
に
や
っ
て
い
た
だ
く
方
が
よ
い

と
考
え
る
。
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
 

保
険
料
率
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
説
明
の
中
で
、
賃
金
上
昇
率
の
話
が
あ
っ
た
が
、
現
在
、
定
年
年
齢
の

延
長
な
ど
の
議
論
が
政
府
で
も
さ
れ
て
い
る
中
で
、
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
は
そ
の
あ
た
り
も
加
味
し

て
推
計
さ
れ
て
い
る
の
か
。
中
小
企
業
の
場
合
、

6
0
歳
を
超
え
る
と
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
賃
金
が
下
が
る
こ

と
に
な
る
。
賃
金
上
昇
率

0
％
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
賃
金
上
昇
率

0
％
を
確
保
で
き

る
の
か
、
マ
イ
ナ
ス
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
賃
金
上
昇
率
マ
イ
ナ
ス
と
な
れ
ば
、
も
っ
と
早
い
時
期

に
保
険
料
の
引
き
上
げ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
和
歌
山
支
部
）
 

  
平
成

30
年

11
月

1
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

 

 【
評
議
会
意
見
】
 


 
評
議
会
全
体
と
し
て
の
意
見
取
り
ま
と
め
は
な
し
。

 

 

 【
学
識
経
験
者
】
 


 
学
識
と
し
て
は
、
医
療
保
険
は
あ
く
ま
で
短
期
保
険
、
単
年
度
決
算
が
原
則
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
そ
の
立
場
で
見
る
と
、
準
備
金
が
積
み
上
が
っ
て
い
る
状
況
で
、
中
長
期
視
点
で
見
て
料
率
を

維
持
す
る
、
と
い
う
考
え
が
加
入
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
か
疑
問
で
あ
る
。

 

ま
た
、
国
庫
補
助
率
は
現
在

16.4
％
と
の
こ
と
だ
が
、
法
律
上
は

20％
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
補
助

率
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
、
加
入
者
に
し
わ
寄
せ
が
い
く
よ
う
で
は
筋
が
違
う
と
感
じ
る
。

 

た
だ
、
協
会
け
ん
ぽ
の
立
場
と
し
て
中
長
期
的
視
点
を
立
ち
位
置
と
す
る
こ
と
、
医
療
費
の
上
昇
そ

の
他
の
要
素
か
ら
、
今
後
い
つ
財
政
赤
字
に
陥
る
か
わ
か
ら
な
い
と
危
惧
し
て
い
る
こ
と
は
、
決
し

て
わ
か
ら
な
い
考
え
方
で
は
な
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
る
。

 

結
論
と
し
て
は
、
保
険
料
率
は
下
げ
ら
れ
る
時
は
下
げ
る
べ
き
。
合
わ
せ
て
、
準
備
金
の
積
み
上
げ

を
ど
う
説
明
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
お
い
て
ほ
し
い
。

 


 
現
場
で
実
際
に
事
業
主
や
労
務
担
当
者
と
接
す
る
機
会
が
多
い
立
場
と
し
て
は
、
保
険
料
率
が

大
幅
に
下
が
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
分
振
り
戻
し
も
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。
保
険
料
率
は
上
が
る

場
合
、
下
が
る
場
合
ど
ち
ら
に
し
て
も
急
激
な
変
化
に
は
抵
抗
を
感
じ
る
。

 

高
齢
化
に
よ
り
医
療
費
が
増
え
て
い
く
見
込
み
で
あ
る
こ
と
は
理
解
出
来
る
こ
と
な
の
で
、
保
険
料

率
に
つ
い
て
は
、
中
長
期
的
視
点
で
出
来
る
だ
け
緩
や
か
な
変
化
で
推
移
す
る
こ
と
を
望
む
。

 


 
医
療
保
険
は
短
期
保
険
が
基
本
と
考
え
る
。
ま
た
、
赤
字
構
造
や
高
齢
化
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
、

来
年
の
消
費
増
税
な
ど
、
様
々
な
要
素
を
合
わ
せ
る
と
、

5
年

10
年
先
の
見
通
し
に
ど
こ
ま
で
信
頼

性
が
あ
る
か
、
と
い
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
単
年
度
で
は
短
す
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
せ
め
て
も
う
少

し
短
期
的
な
視
点
が
必
要
と
考
え
る
。

 

  【
事
業
主
代
表
】
 


 
来
年
に
は
消
費
増
税
が
あ
る
。
前
回
の
増
税
時
は
、
急
激
に
景
気
悪
化
し
、
回
復
ま
で
３
年
以
上

か
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
今
の
経
済
情
勢
を
考
え
る
と
、
や
は
り
中
長
期
視
点
で
考
え
る
の
は

難
し
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
ら
を
鑑
み
る
と
、
保
険
料
率
は
下
げ
ら
れ
る
時
に
下
げ
て
お
く
べ
き

だ
と
考
え
る
。
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【
被
保
険
者
代
表
】
 


 
法
定
準
備
金
が

1
ヶ
月
分
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、

3
.1
ヶ
月
分
と
余
剰
が
あ
る
中
で
、
保
険
料
率
を

上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
が
た
い
。
財
政
の
赤
字
構
造
に
よ
り
今
後
、
保
険
料
が
上
が
っ
て
い
く

の
は
仕
方
な
い
と
は
思
う
が
、
大
き
く
変
動
し
な
い
よ
う
に
準
備
金
を
活
用
し
て
い
く
べ
き
。

 


 
準
備
金
の
積
み
上
げ
が
あ
る
こ
と
を
見
れ
ば
、
や
は
り
保
険
料
率
は
引
き
下
げ
る
べ
き
。
ま
た
、
国

庫
補
助
率
に
つ
い
て
は
、
準
備
金
に
余
裕
が
あ
る
状
態
で
補
助
率
を
上
げ
る
と
い
う
の
は
難
し
い

話
か
も
し
れ
な
い
が
、
赤
字
に
向
か
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
を
見
て
い
る
と
、
今
の
う
ち
か
ら
で
も
国

庫
補
助
率

20％
へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
被
保
険
者
代
表
と
し
て
は
、
賃
金

が
上
が
っ
て
い
か
な
い
情
勢
で
は
、
保
険
料
収
入
も
期
待
で
き
な
い
た
め
、
医
療
費
の
伸
び
を
抑

制
す
る
な
ど
、
別
の
側
面
か
ら
の
対
策
に
も
尽
力
し
、
赤
字
に
な
る
の
を
少
し
で
も
遅
ら
せ
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
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平
成

31
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（鳥
取
支
部
）
 

  
平
成

30
年

10
月

24
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

 

 【評
議
会
意
見
】
 


 
評
議
会
の
総
意
と
し
て
は
な
し
。

 

 【学
識
経
験
者
】
 


 
こ
れ
ま
で
、
健
康
保
険
料
率
が
年
々
上
昇
し
て
き
た
こ
と
は
不
健
全
と
考
え
る
。
た
だ
、
そ
の
中
に
お
い
て
、

単
年
度
収
支
が
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な
内
訳
が
知
り
た
い
。

 


 
制
度
そ
の
も
の
に
整
合
性
が
取
れ
て
い
な
い
中
で
の
、
協
会
の
立
ち
位
置
は
難
し
い
。
保
険
者
全
体
の
視

点
で
見
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
。
保
険
者
に
よ
っ
て
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
が
違
う
、
都
道
府
県
に
よ
っ
て

サ
ー
ビ
ス
は
同
じ
な
の
に
保
険
料
が
違
う
。
民
間
な
ら
ば
い
い
が
、
協
会
と
し
て
本
当
に
こ
れ
で
い
い
の
か
。

毎
回
、
同
じ
議
論
と
な
る
が
、
前
向
き
に
な
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

 


 
評
議
会
の
意
見
が
反
映
さ
れ
に
く
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
が
、
逆
に
反
映
さ
れ
す
ぎ
る
こ
と
も
怖
さ
を
感
じ

る
。
慎
重
に
進
め
る
こ
と
が
大
事
。
も
と
も
と
こ
う
い
っ
た
意
見
は
ま
と
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
大
き
な
中
で
方
針

を
決
め
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
こ
の
よ
う
な
場
で
議
論
し
意
見
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
事
。
ま
ず
は
、

10%
維
持
に
賛
成
。
準
備
金
も
無
駄
に
使
わ
れ
な
け
れ
ば
、
今
の
水
準
で
も
妥
当
と
考
え
る
。

 


 
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
る
が
、
要
は
、
こ
の
支
部
評
議
会
の
意
見
が
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
の
か
が
大
事
。

 

 【事
業
主
代
表
】
 


 
現
在
の
準
備
金
の
積
立
額
を
み
る
と
、
こ
ん
な
に
残
る
予
定
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
こ
こ
ま
で
当
初
と
違

っ
た
理
由
を
説
明
し
て
欲
し
い
し
、
数
字
の
読
み
が
甘
い
と
感
じ
る
。
結
果
、
協
会
に
対
す
る
信
頼
感
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。

 


 
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
で
、
料
率
を
下
げ
て
欲
し
い
と
は
言
え
な
い
。

 


 
本
来
、
国
が
行
っ
て
い
た
事
業
で
あ
り
、
協
会
に
財
政
責
任
を
求
め
る
の
は
、
納
得
い
か
な
い
。
国
と
し
て
ど

う
す
る
の
か
考
え
て
欲
し
い
。

 


 
国
民
皆
保
険
の
視
点
か
ら
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
協
会
の
立
場
だ
け
で
な
く
保
険
者
全
体
の
視
点
で
議
論

す
る
べ
き
。

 

 【被
保
険
者
代
表
】
 


 
今
更
で
は
あ
る
が
、
制
度
設
計
自
体
が
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。
保
険
者
が
そ
れ
ぞ
れ
財
政
難
の
状
況

で
あ
る
な
ら
、
全
体
の
視
点
で
、

10
年
先
、
そ
し
て
そ
の
後
も
見
越
し
て
議
論
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 


 
料
率
の
変
動
要
因
は
複
雑
で
判
断
は
難
し
い
が
、
引
き
下
げ
を
検
討
し
て
も
い
い
の
で
は
と
考
え
る
。
た
だ

し
、
は
っ
き
り
と
し
た
基
準
は
必
要
と
考
え
る
。
現
在
の
健
康
保
険
法
に
縛
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
準
備
金
の

あ
り
方
な
ど
、
中
長
期
の
視
点
で
、
方
向
性
を
示
す
こ
と
が
い
い
の
で
は
。
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
島
根
支
部
）
 

  
平
成

30
年

10
月

26
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
下
記
の
と
お
り
報
告
し
ま

す
。

 

記
 

【
評
議
会
意
見
の
ま
と
め
】 

１
．
財
政
見
通
し
に
使
用
す
る
指
標
は
、
取
り
上
げ
る
目
的
に
よ
っ
て
様
々
な
解
釈
が
可
能
な
た
め
、
適
正
か
つ

慎
重
に
判
断
し
て
も
ら
い
た
い
。

 

２
．
中
長
期
的
な
財
政
見
通
し
は
、
上
記
指
標
の
影
響
を
考
え
て
よ
り
慎
重
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

 

３
．
保
険
料
率
を
下
げ
る
た
め
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
を
中
心
と
し
て
、
事
業
主
・
加
入
者
に
な
に
が
で
き
る
の

か
、
よ
り
積
極
的
に
周
知
広
報
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

 

  【
学
識
経
験
者
】
 


 

 
協
会
が
中
長
期
的
な
視
点
で
考
え
る
と
い
う
な
ら
ば
、
協
会
け
ん
ぽ
の
財
政
見
通
し
算
出
に
使
用
す
る

指
標
も
よ
り
慎
重
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
内
閣
府
の
統
計
「
雇
用
者
報
酬
」
修
正
が
あ
っ
た
よ

う
に
、
高
め
に
見
積
も
ら
れ
た
数
字
を
鵜
呑
み
に
し
て
楽
観
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
一
度
、

甘
い
見
通
し
に
よ
り
判
断
し
、
後
か
ら
厳
し
く
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
 

 【
事
業
主
代
表
】
 


 

 
こ
れ
か
ら
は
高
齢
者
が
増
え
、
日
本
全
体
の
人
口
は
減
る
。
今
の
人
口
構
造
で
は
、
加
入
者
の
負
担
は

上
げ
て
い
か
な
い
と
成
り
立
た
な
い
こ
と
は
皆
わ
か
っ
て
い
る
が
、
ど
う
し
て
も
保
険
料
率
が
上
が
る
こ

と
に
拒
否
感
が
あ
る
。

 

理
由
は
、
可
処
分
所
得
が
増
え
て
お
ら
ず
、
収
入
が
上
が
っ
て
い
る
実
感
を
労
働
者
が
持
っ
て
い
な
い
。

企
業
は
人
手
不
足
で
残
業
さ
せ
た
い
が
、
国
は
働
き
方
改
革
「
生
産
性
の
向
上
」
で
解
決
さ
せ
よ
う
と
す

る
。
結
果
残
業
は
減
り
収
入
も
減
る
。
国
の
理
屈
は
分
か
る
が
、
こ
れ
か
ら
Ａ
Ｉ
が
進
む
と
も
っ
と
大
き

な
改
革
の
波
が
来
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
な
っ
た
時
に
事
業
所
が
持
ち
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
い
う
大
き
な
不
安
が
あ
る
。

 

も
は
や
料
率
が
上
が
る
こ
と
は
仕
方
な
い
が
、
保
険
料
率
を
負
担
す
る
と
い
う
「
入
口
」
に
対
す
る
結

果
と
し
て
の
、
従
業
員
・
事
業
主
が
実
感
で
き
る
成
果
「
出
口
」
が
ほ
し
い
。
協
会
け
ん
ぽ
の
考
え
る
「
出

口
」
は
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
に
よ
り
、
従
業
員
・
事
業
主
が
ど
の
よ
う
な
努
力
を
す
れ
ば
、
ど
の
よ

う
な
恩
恵
「
健
康
」
を
得
ら
れ
る
こ
と
な
の
か
、
皆
が
理
解
で
き
る
よ
う
周
知
広
報
に
力
を
入
れ
て
も
ら

い
た
い
。

 

料
率
１
０
％
維
持
は
賛
成
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
次
世
代
を
考
え
て
、
つ
け
の
先
送
り
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
広
島
支
部
）
 

  
平
成

30
年

11
月

1
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

 

 【
学
識
経
験
者
】
 


 
中
長
期
的
に
考
え
、

10
％
を
維
持
す
る
べ
き
と
考
え
る
。
下
げ
る
事
に
よ
り
健
保
組
合
の
流
入
が
加

速
す
る
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
（最
後
の
受
け
皿
）と
し
て
の
機
能
が
果
た
せ
る
か
疑
問
。

 


 
料
率
の
上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
、
医
療
費
の
伸
び
を
圧
縮
す
る
取
組
の
強
化
が
必
要
。

 

 【
事
業
主
代
表
】
 


 
中
長
期
的
と
い
う
言
葉
を
出
し
た
ら
料
率
を
下
げ
る
と
い
う
選
択
肢
が
な
く
な
り
、
何
も
意
見
が
言
え

な
く
な
る
。
資
料
な
ど
見
て
も

10
％
よ
り
下
げ
た
く
な
い
・
下
げ
る
気
が
な
い
と
い
う
前
提
で
作
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
ず
、
そ
う
い
う
方
向
に
誘
導
し
て
い
る
よ
う
な
や
り
方
で
あ
る
。
な
ぜ
、
皆
で

努
力
し
積
み
あ
が
っ
た
準
備
金
を
還
元
し
な
い
の
か
理
解
に
苦
し
む
。

 


 
国
民
皆
保
険
で
あ
る
以
上
、
将
来
的
に
は
保
険
者
を
集
約
し
、
全
国
同
じ
保
険
料
率
に
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

 


 
積
み
上
が
っ
た
準
備
金
を
有
効
に
活
用
す
る
方
策
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

 


 
中
小
企
業
が
加
入
す
る
協
会
け
ん
ぽ
は
、
平
均
賃
金
が
低
い
と
い
う
理
由
で
国
庫
補
助
が
あ
る
と

理
解
し
て
い
る
。
も
し
料
率
を
下
げ
た
場
合
に
国
庫
補
助
が
削
減
さ
れ
る
な
ら
筋
違
い
で
あ
る
。
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
徳
島
支
部
）
 

  
平
成

30
年

10
月

24
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

 

 【
評
議
会
意
見
】
 


 
一
部
で
は
保
険
料
率
を
下
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
す
る
と
、

現
状
維
持
は
や
む
を
得
な
い
と
い
う
意
見
が
多
数
で
あ
る
。

 


 
激
変
緩
和
措
置
の
解
消
に
関
し
て
は
、
段
階
的
に
解
消
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
問
題
な
い
。

 


 
保
険
料
率
の
変
更
時
期
に
つ
い
て
は
、
平
成

31
年

4
月
納
付
分
か
ら
の
変
更
で
問
題
な
い
。

 

 

 【
学
識
経
験
者
】
 


 
中
長
期
的
な
視
点
に
立
つ
と
、
現
状
維
持
で
毎
年
の
変
動
は
で
き
る
だ
け
小
さ
く
し
た
ほ
う
が
い

い
。

 

 

 【
事
業
主
代
表
】
 


 
一
度
引
き
下
げ
る
と
、
再
び
引
き
上
げ
と
な
っ
た
際
に
大
き
な
反
発
が
予
想
さ
れ
る
た
め
現
状
で
い

か
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
る
。

 


 
引
き
下
げ
が
実
現
す
れ
ば
、
話
題
に
も
な
り
加
入
者
の
意
識
改
善
に
も
い
い
影
響
を
与
え
る
の
で

は
な
い
か
。

 


 
我
々
の
世
代
が
作
っ
た
負
の
遺
産
を
次
の
世
代
を
担
う
人
に
背
負
わ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

次
世
代
に
お
い
て
も
成
り
立
つ
よ
う
な
制
度
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

 【
被
保
険
者
代
表
】
 


 
過
去
の
議
論
で
は
、
引
き
下
げ
で
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
だ
っ
た
が
、
高
額
な
新
薬
の

登
場
な
ど
に
よ
り
薬
剤
費
の
伸
び
率
が
高
く
、
保
険
制
度
の
目
的
を
考
え
る
と
、
引
き
下
げ
は
困
難

と
考
え
ら
れ
る
。

 


 
労
働
者
の
立
場
と
し
て
は
一
度
だ
け
、
わ
ず
か
で
い
い
の
で
引
き
下
げ
て
ほ
し
い
。
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
愛
媛
支
部
）
 

  
平
成

30
年

10
月

18
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

 

 【
評
議
会
意
見
】
 


 
中
長
期
の
試
算
で
保
険
料
率
を
引
き
下
げ
た
と
し
て
も
、
数
年
後
に
は
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
る
こ

と
か
ら
も
、
平
均
保
険
料
率
は
１
０
．
０
０
％
維
持
を
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。
今
後
は
、
平
均
保
険

料
率
の
上
げ
下
げ
だ
け
の
議
論
で
は
な
く
、
医
療
費
の
抑
制
な
ら
び
に
医
療
保
険
制
度
を
取
り
巻

く
構
造
全
体
へ
の
議
論
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

 

 【
学
識
経
験
者
】
 


 
社
会
的
な
背
景
と
し
て
高
齢
者
の
さ
ら
な
る
増
加
、
地
方
で
の
人
口
流
出
等
を
考
慮
す
る
と
平
均

保
険
料
率
１
０
．
０
０
％
は
妥
当
。
さ
ら
に
労
働
者
の
健
康
を
ど
う
維
持
し
て
い
く
か
な
ど
予
防
策
を

並
行
し
て
検
討
し
て
い
く
べ
き
。

 

 【
事
業
主
代
表
】
 


 
平
均
保
険
料
率
１
０
．
０
０
％
を
い
か
に
維
持
し
て
い
く
の
か
の
議
論
が
必
要
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
推
進
や
レ
セ
プ
ト
点
検
で
は
限
界
が
あ
る
。
例
え
ば
、
新
た
な
手
法
に
よ
る
が
ん
の
早
期
発

見
の
実
用
化
な
ど
、
抜
本
的
に
医
療
費
を
削
減
で
き
る
方
法
を
検
討
す
る
べ
き
。

 


 
使
用
者
側
は
少
し
ず
つ
給
与
を
上
げ
て
い
る
が
、
社
会
保
険
料
等
の
負
担
が
増
え
て
お
り
、
労
働

者
側
の
手
取
り
が
増
え
て
い
な
い
。
支
出
で
あ
る
医
療
費
を
抑
え
る
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

 


 
２
０
２
５
年
く
ら
い
ま
で
は
、
高
齢
化
や
労
働
人
口
の
減
少
、
賃
金
の
伸
び
な
ど
、
あ
る
程
度
予
測
が

で
き
る
。
し
か
し
、
高
額
な
新
薬
等
が
開
発
さ
れ
医
療
費
は
大
幅
に
伸
び
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
保

険
料
率
を
上
げ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。

 

 【
被
保
険
者
代
表
】
 


 
運
営
委
員
会
で
引
き
下
げ
の
意
見
は
あ
る
が
、
今
後
も
安
定
し
た
財
政
運
営
を
し
て
い
く
た
め
に

平
均
保
険
料
率
は
１
０
．
０
０
％
維
持
で
引
き
下
げ
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

 


 
い
ま
保
険
料
率
を
下
げ
な
い
と
い
つ
下
げ
る
の
か
と
の
意
見
は
あ
る
が
、
中
長
期
の
視
点
で
見
た

と
き
に
制
度
の
維
持
が
大
切
で
は
な
い
か
。

 


 
高
齢
者
医
療
へ
の
拠
出
金
、
協
会
け
ん
ぽ
に
お
け
る
赤
字
構
造
は
致
し
方
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ま

た
保
険
料
率
の
引
き
下
げ
は
国
庫
補
助
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
平
均
保
険

料
率
の
上
げ
下
げ
の
み
で
は
な
く
制
度
全
体
へ
の
議
論
が
必
要
。
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
福
岡
支
部
）
 

  
平
成

30
年

11
月

1
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

 

 【
学
識
経
験
者
】
 


 
後
期
高
齢
者
へ
の
支
援
金
は
共
済
や
健
保
組
合
の
方
が
多
く
拠
出
し
て
い
る
。
協
会
け
ん
ぽ
は
そ
の

分
、
支
援
金
の
負
担
割
合
が
減
り
、
そ
の
分
準
備
金
が
積
み
上
げ
ら
れ
た
わ
け
な
の
で
、
そ
れ
で
保

険
料
を
下
げ
る
と
い
う
の
は
な
か
な
か
認
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
医
療
費
を
国
民
み
ん
な
で
平
等
に

負
担
す
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
全
体
の
医
療
費
が
下
が
っ
て
い
な
い
の
に
保
険
料
率
を
下

げ
る
と
い
う
の
は
難
し
い
。
医
療
費
の
無
駄
遣
い
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
大
事
で
、
医
療
費
が
下

が
っ
た
ら
保
険
料
率
を
下
げ
る
と
い
う
の
が
正
し
い
考
え
方
で
あ
る
と
思
う
。

 

 【
事
業
主
代
表
】
 


 
（
自
身
が
入
院
で
高
額
な
医
療
費
が
か
か
っ
た
経
験
か
ら
）
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な
る
に

あ
た
っ
て
、
医
療
費
の
備
え
が
相
当
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
法
定
準
備
金
が

1
か
月
分
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
が
妥
当
な
の
か
。
短
期
的
に
は
こ
れ
だ
け
の
剰
余
金
が
あ
れ
ば
下
げ
ら
れ
る
と
は
思

う
が
、
将
来
の
備
え
も
あ
る
程
度
必
要
と
考
え
る
。

 


 
現
在
、
自
社
で
は
人
手
不
足
で
パ
ー
ト
社
員
の
待
遇
を
見
直
し
、
社
会
保
険
加
入
へ
の
切
り
替
え
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
、
被
保
険
者
数
は
増
え
、
保
険
料
の
収
入
と
し
て
は
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

平
均
の
報
酬
は
下
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
点
も
今
後
加
味
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 

 

【
被
保
険
者
代
表
】
 


 
法
定
準
備
金
が
約

3
か
月
分
あ
る
の
だ
か
ら
、
現
在
の
保
険
料
負
担
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
被
保
険

者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
下
げ
ら
れ
る
も
の
は
下
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
本
音
。
悲
観
的
な
シ
ナ
リ

オ
を
示
さ
れ
保
険
料
率
を
下
げ
る
の
は
難
し
い
と
い
わ
れ
て
も
、
評
議
会
の
意
見
が
反
映
さ
れ
な
い

状
況
で
は
納
得
が
い
か
な
い
。

 


 
本
部
は
、
こ
れ
ま
で
支
部
評
議
会
か
ら
出
て
き
た
意
見
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
考
え
方
を
示
し
て
総
合
的

に
判
断
し
て
も
ら
い
た
い
。
法
定
準
備
金
の
位
置
づ
け
も
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
れ
ば
、

1
度
保
険
料
率

を
下
げ
る
べ
き
。

 


 
医
療
費
を
削
減
す
る
に
は
あ
る
程
度
医
療
機
関
の
数
を
制
限
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
な
い
か
。
協

会
け
ん
ぽ
の
発
言
力
を
増
し
て
無
駄
遣
い
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
た
い
。
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平
成
３
０
年
１
０
月
２
４
日

 

 全
国

健
康

保
険

協
会

 

理
事
長

 
安
藤

 
伸
樹

 
様

 

 全
国
健
康
保
険
協
会
運
営
委
員
会

 

委
員

長
 

田
中

 
滋

 
様

 

 

全
国
健
康
保
険
協
会
佐
賀
支
部
評
議
会

 

議
長
 
 
丸
谷
 
浩
介

 

評
議
員
 
江
島
 
秋
人

 

評
議
員
 
富
永
 
洋
一

 

評
議
員
 
中
島
 
啓
子

 

評
議
員
 
八
谷
 
浩
司

 

評
議
員
 
原
 
 
憲
一

 

評
議
員
 
御
厨
 
 
誠

 

評
議
員
 
吉
冨
 
純
孝

 

評
議
員
 
吉
村
 
 
正

 

（
五
十
音
順
）

 

  

２
０
１
９
年
度
保
険
料
率
に
係
る
佐
賀
支
部
評
議
会
意
見
の
提
出
に
つ
い
て

 

 

 
こ
の
た
び
１
０
月
２
４
日
の
佐
賀
支
部
評
議
会
に
お
い
て
、
協
会
け
ん
ぽ
の
収
支
見
通
し
の
説
明

を
受
け
、
２
０
１
９
年
度
の
保
険
料
率
に
つ
い
て
の
議
論
を
行
い
、
評
議
会
意
見
を
集
約
い
た
し
ま

し
た
。

 

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
平
均
保
険
料
率
に
関
す
る
議
論
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
２
０

１
９
年
度
の
保
険
料
率
の
変
更
に
係
る
佐
賀
支
部
評
議
会
意
見
を
提
出
い
た
し
ま
す
。
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2
0

1
9
年
度
 
保
険
料
率
の
変
更
に
関
す
る
意
見
（
佐
賀
支
部
評
議
会
）

 

 

2
0

1
9
年
度
保
険
料
率
変
更
に
あ
た
っ
て
の
試
算
で
は
、平

均
保
険
料
率

1
0
％
を
維
持
し
た
場
合
、

い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も

2
0

1
9
年
度
の
法
定
準
備
金
は
更
に
積
み
上
が
り
、
３
兆
円
に
達
す

る
見
込
み
で
あ
る
。

 

準
備
金
残
高
の
あ
り
方
に
つ
い
て
具
体
的
な
指
針
が
な
い
状
況
で
、

9
.7
％
で
収
支
が
均
衡
す
る

保
険
料
率
に

0
.3
％
を
上
乗
せ
し
て
更
に
準
備
金
を
積
み
増
す
と
い
う
現
方
針
に
は
到
底
納
得
い
か

な
い
。

 

健
康
保
険
法
で
は
単
年
度
収
支
原
則
を
採
用
し
、
財
政
見
通
し
も
５
年
を
目
途
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
法
定
準
備
金
の
意
義
を
改
め
て
問
い
直
す
時
期
に
あ
る
。

 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、
県
民
の
保
健
・
医
療
に
責
任
を
持
つ
当
佐
賀
支
部
評
議
会
で
は
、
2

0
1

9

年
度
に
係
る
保
険
料
率
に
つ
い
て
次
の
通
り
意
見
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

 

記
 

 1
. 

都
道
府
県
単
位
保
険
料
率
の
目
的
は
、
保
険
者
機
能
を
発
揮
し
医
療
費
の
地
域
間
格
差
を
是
正

す
る
と
い
う
前
提
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
、
協
会
発
足
後
そ
の

よ
う
な
動
き
は
見
ら
れ
ず
、
当
初
の
前
提
は
既
に
崩
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
上
の
格
差
が
広
が
る

よ
う
で
あ
れ
ば
全
国
一
律
の
保
険
料
率
に
戻
す
こ
と
も
含
め
た
検
討
に
着
手
す
る
こ
と
。

 

 

2
. 

全
国
健
康
保
険
協
会
の
保
険
料
率
財
政
均
衡
期
間
に
つ
い
て
は
、
健
康
保
険
法
を
遵
守
し
て
、

収
支
見
通
し
期
間
を
５
年
と
し
た
単
年
度
収
支
を
原
則
と
す
る
こ
と
。

 

 

3
. 

準
備
金
の
上
限
額
の
規
定
は
な
く
、
今
後
も
益
々
積
み
上
が
る
状
況
は
到
底
納
得
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。
せ
め
て
現
在
の
準
備
金
を
維
持
で
き
る
平
均
保
険
料
率
の
設
定
が
最
大
の
妥
協
点

で
あ
る
。

 

 4
. 

都
道
府
県
単
位
保
険
料
率
の
格
差
解
消
の
た
め
、
法
定
準
備
金
の

3
.1

ヵ
月
ま
で
積
み
上
が
っ

て
い
る
準
備
金
の
活
用
を
検
討
す
る
こ
と
。

 

 

5
. 

支
部
評
議
会
が
都
道
府
県
ご
と
の
実
情
に
応
じ
た
業
務
の
適
正
な
運
営
に
資
す
る
た
め
に
設
け

ら
れ
た
（
健
康
保
険
法
第
７
条
の
２
１
第
１
項
）
趣
旨
に
鑑
み
、
都
道
府
県
別
保
険
料
率
設
定

に
あ
た
っ
て
は
、
支
部
評
議
会
の
意
見
が
着
実
に
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。

 

 

以
 
上

 

 

 
 

別
紙
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
佐
賀
支
部
）
 

 平
成

30
年

10
月

24
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

 

 【
評
議
会
意
見
】
 


 
別
紙
『2019

年
度

 
保
険
料
率
の
変
更
に
関
す
る
意
見
（佐
賀
支
部
評
議
会
）』参

照
 


 
保
険
料
の
変
更
時
期
は

4
月
納
付
分
か
ら
で
良
い
。

 

 【
学
識
経
験
者
】
 


 
激
変
緩
和
措
置
は
終
わ
り
が
見
え
て
い
る
段
階
。
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
導
入
と
の
関
係
で
言
う
と
、

あ
ま
り
強
く
激
変
緩
和
期
間
の
延
長
を
い
う
の
も
い
か
が
か
と
感
じ
る
。

 


 
平
均
保
険
料
率

10％
維
持
に
つ
い
て
は
抵
抗
し
た
い
。

 


 
単
年
度
収
支
均
衡
を
考
え
る
と
い
う
の
は
当
然
で
、
例
え
ば
今
年
保
険
料
を
払
い
、
来
年
退
職
し

た
ら
払
っ
た
保
険
料
が
他
の
も
の
に
使
わ
れ
て
い
る
の
は
や
は
り
全
然
良
く
な
い
。
そ
の
部
分
に
つ

い
て
は
お
そ
ら
く
憲
法
違
反
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
現
実
を
見
な
い
の
も
お
か
し
い
か
ら

5

年
間
の
財
政
均
衡
は
考
え
ま
し
ょ
う
、
そ
れ
位
は
良
い
の
で
は
と
個
人
的
に
は
考
え
て
い
る
。

 


 
賃
金
上
昇
率
の

3
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
見
比
べ
る
と
数
年
の
違
い
は
あ
る
が
準
備
金
が
減
っ
て
い

く
の
は
事
実
。
た
だ
こ
の
ま
ま
若
人
に
保
険
料
負
担
を
全
て
背
負
わ
せ
て
よ
い
の
か
。
労
働
者
の

働
く
意
欲
を
無
く
す
の
で
は
な
い
か
。
企
業
経
営
も
大
変
だ
と
思
う
。

 


 
全
国
一
律
の
保
険
料
率
に
戻
す
こ
と
を
評
議
員
に
着
任
し
た
時
か
ら
申
し
上
げ
て
い
る
。

 


 
戦
略
的
保
険
者
機
能
と
い
う
こ
と
で
、
加
入
者
と
事
業
主
の
間
で
健
康
づ
く
り
事
業
等
を
行
っ
て
い

る
が
、
問
題
は
都
道
府
県
間
の
格
差
と
医
療
費
全
体
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
保
健
事
業
に
取

組
む
こ
と
に
よ
り
全
体
的
に
医
療
費
が
減
っ
て
い
く
と
い
う
事
は
ま
や
か
し
で
あ
る
こ
と
が
こ
の

10
年

で
分
か
っ
た
。
様
々
な
事
情
が
あ
り
医
療
費
が
上
が
っ
て
い
く
こ
と
は
分
か
る
。
保
健
事
業
を
行
っ

た
こ
と
で
医
療
費
は
抑
制
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
結
果
的
に
焼
け
石
に

水
だ
っ
た
と
評
価
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
焼
け
石
に
か
け
た
水
の
と
こ
ろ
ば
か
り
評
価
さ
れ
る
の
も

佐
賀
支
部
の
よ
う
な
保
険
料
率
の
高
い
支
部
で
は
納
得
で
き
な
い
。
佐
賀
支
部
評
議
会
も
ず
っ
と

意
見
を
提
出
し
て
い
る
が
真
剣
に
検
討
し
て
い
た
だ
い
た
記
憶
が
な
い
。

 


 
労
働
行
政
で
は
何
ら
か
の
施
策
を
決
め
る
場
合
に
は
公
労
使
の

3
者
構
成
で
、
利
害
が
対
立
す
る

場
合
に
お
い
て
も
議
論
を
し
て
妥
協
点
を
見
出
す
と
い
う
施
策
を
取
っ
て
い
る
。
こ
の
評
議
会
の
構

成
で
保
険
料
率
を
引
上
げ
た
い
人
は
多
分
い
な
い
。
診
療
側
、
支
払
側
ま
た
は
被
保
険
者
代
表

の
構
成
で
あ
れ
ば
、
こ
の
場
は
利
害
対
立
の
中
で
妥
協
点
を
見
出
す
と
い
う
事
で
設
計
は
し
や
す

い
。
佐
賀
支
部
で
保
険
料
率
又
は
１
人
当
た
り
医
療
費
が
高
い
最
大
の
要
因
は
お
そ
ら
く
診
療
側
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
誰
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
。
で
き
る
と
す
れ
ば
県
だ
け
。
診
療
側
と
被
保
険
者

が
入
り
、
そ
こ
で
保
険
者
と
し
て
ど
う
考
え
る
の
か
と
い
う
の
が
当
然
だ
が
そ
の
様
な
構
造
に
な
っ
て

い
な
い
の
で
ガ
ス
抜
き
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
我
々
は
不
満
を
言
っ
て
、
本
部
は
そ
れ
を
聞
い
て
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お
終
い
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
や
は
り
建
設
的
で
は
な
い
。
納
得
で
き
な
い
。

10
年
前
か
ら
言
い

続
け
て
い
る
こ
と
。

 

 【
事
業
主
代
表
】
 


 
準
備
金
を
貯
め
れ
ば
貯
ま
る
ほ
ど
国
庫
補
助
額
が
減
る
こ
と
に
な
る
。
平
成

27
年
度
か
ら
減
額
さ

れ
て
い
る
。
（
平
均
保
険
料
率
を
）
収
支
が
均
衡
す
る

9.7
％
に
引
き
下
げ
る
こ
と
を
お
願
い
し
た

い
。

 


 
試
算
の
や
り
方
に
つ
い
て
は

9.7％
を
次
の
年
は

9.8
と
か

9.9
と
か
に
段
階
的
に
上
げ
る
と
い
っ

た
方
法
も
あ
る
。
も
う
少
し
工
夫
し
て
ほ
し
い
。
運
営
委
員
会
で
も
少
し
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

 


 
も
う
一
度
全
国
一
律
（の
保
険
料
率
）に
し
て
ほ
し
い
。

 


 
現
在
の
仕
組
み
が
制
度
的
に
将
来
に
向
か
っ
て
矛
盾
し
て
い
る
な
ら
ば
、
ど
う
い
う
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
の
か
。

3
年
も

4
年
も
静
観
し
て
い
る
間
に
準
備
金
が

3
兆
円
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

 


 
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
単
年
度
で
自
分
た
ち
が
意
見
を
出
し
合
っ
て
収
支
を
バ
ラ
ン
ス
し
て
い
く
、
た

だ
し
お
お
む
ね

5
年
位
は
見
ま
し
ょ
う
と
い
う
の
が
法
律
の
立
て
つ
け
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

の
か
。
私
が
精
一
杯
働
い
た
賃
金
の
一
部
が

10
年
後
の
た
め
と
言
わ
れ
た
ら
、
法
律
は
そ
う
な
っ

て
い
る
の
か
と
言
い
た
い
。

 


 
評
議
会
そ
の
も
の
に
意
義
が
あ
る
の
か
。
単
な
る
ガ
ス
抜
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
保
険
料
率

が
低
い
支
部
の
評
議
会
は
あ
ま
り
議
論
を
し
な
く
て
も
低
い
保
険
料
率
が
維
持
さ
れ
る
の
で
（
10
％
）

維
持
と
い
っ
た
意
見
が
出
て
い
る
か
と
思
う
。

 


 
毎
年
保
険
料
率
は
上
が
り
、
従
業
員
や
会
社
の
負
担
増
に
な
る
状
況
で
い
く
ら
意
見
を
言
っ
て
も

全
然
意
見
が
反
映
さ
れ
な
い
。
（
10
％
維
持
が
）
本
部
の
既
定
路
線
と
し
て
動
か
れ
て
い
る
の
な
ら

ど
う
し
た
ら
変
え
ら
れ
る
の
か
。
や
は
り
政
治
力
を
使
わ
な
い
と
無
理
な
の
か
。

 


 
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
で
反
映
さ
れ
て
も
わ
ず
か
。
支
部
間
の
保
険
料
率
格
差
解
消
の
方
策
に
つ

い
て
本
部
で
知
恵
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 


 
保
険
料
率
が
低
い
支
部
で
行
っ
て
い
る
優
れ
た
取
組
や
こ
う
い
う
こ
と
を
し
た
ら
保
険
料
率
が
下
が

る
と
い
っ
た
こ
と
を
教
え
て
ほ
し
い
。
地
域
の
違
い
は
あ
っ
て
も
何
か
あ
る
は
ず
だ
。
こ
れ
だ
け
突
出

し
て
高
い
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
積
極
的
に
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

 

 【
被
保
険
者
代
表
】
 


 
も
う
小
手
先
だ
け
で
や
っ
て
も
こ
の
保
険
料
率
の
格
差
で
は
焼
け
石
に
水
。
焼
け
石
に
水
の
話
を

し
て
も
仕
方
が
無
い
。

 


 
今
ま
で
保
険
料
率
の
引
下
げ
要
望
を
出
し
て
き
て
い
る
が

1
回
も
聞
い
て
も
ら
っ
て
い
な
い
。

 


 
評
議
会
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
下
が
る
。

 


 
非
正
規
公
務
員
が
法
律
改
正
に
よ
り
共
済
組
合
へ
移
行
す
る
動
き
が
あ
る
。
法
律
に
よ
り
加
入
先

が
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
者
に
つ
い
て
も
移
行
す
る
ま
で
の
間
は
準
備
金
の
分
ま
で
保
険
料
を
負

担
さ
せ
る
と
い
う
制
度
に
疑
問
を
持
つ
。
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
大
分
支
部
）
 

  
平
成

30
年

10
月

29
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告

 

し
ま
す
。

 

 【
学
識
経
験
者
】
 

納
め
る
側
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
一
度
保
険
料
率
を
下
げ
る
と
、
上
が
っ
た
時
の
負
担
は
大
き
い
こ
と

か
ら
、

10
％
を
維
持
す
る
と
い
う
線
で
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
医
療
費
を
抑
制
し
、
そ
れ
を

で
き
る
だ
け
保
険
料
に
反
映
さ
せ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
を
、
も
う
少
し
は
っ
き
り
と
出
し
、
医
療
費
の
抑
制

に
向
け
て
取
り
組
み
、
保
険
料
を
下
げ
て
い
く
と
い
っ
た
議
論
を
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
鹿
児
島
支
部
）
 

  
平
成

30
年

10
月

30
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

 

 【
評
議
会
意
見
】
 


 
な
し

 

  

【
学
識
経
験
者
】
 


 
将
来
的
に
、
準
備
金
を
取
り
崩
せ
ば
保
険
料
率
を
下
げ
ら
れ
る
が
、
そ
う
す
る
と
補
助
金
が
減
額
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
保
険
料
率
を
下
げ
な
い
と
い
う
捉
え
方
に
見
え
る
。

 


 
激
変
緩
和
措
置
に
つ
い
て
は
、
解
消
期
限
ま
で
に
段
階
的
に
引
き
上
げ
を
行
う
こ
と
で
異
論
は
な

い
。

 


 
保
険
料
率
の
変
更
時
期
に
つ
い
て
は
、
例
年
ど
お
り
で
異
論
は
な
い
。

 

  

【
事
業
主
代
表
】
 


 
毎
年
、
協
会
全
体
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
提
示
さ
れ
る
が
、
支
部
評
議
会
で
の
議
論
の
活
性
化
の

た
め
に
も
、
保
険
料
率
の
議
論
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
支
部
単
位
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
提

示
し
て
ほ
し
い
。

 

  

【
被
保
険
者
代
表
】
 


 
毎
年
、
同
じ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
の
粗
い
試
算
が
提
示
さ
れ
る
が
、
実
績
と
の
ず
れ
が
で
て
き
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
現
状
と
の
比
較
検
証
の
結
果
を
だ
し
て
ほ
し
い
。

24
年
度
か
ら

10
％
と
な
っ
て

お
り
、
試
算
の
精
度
検
証
が
そ
ろ
そ
ろ
必
要
な
時
期
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
検
証
の
結
果
、

か
な
り
乖
離
し
て
い
る
と
な
れ
ば
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

 

（要
望
事
項
：平
成

24
年
度
に
行
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

5
年
後
（29

年
度
）の
実
績
と
を
比
較

し
た
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
た
い
。
）
 

 


 
準
備
金
残
高
に
つ
い
て
、
平
成

4
年
度
は

3.9
か
月
分
の
準
備
金
残
高
が
あ
り
、
保
険
料
率
を

8.4％
か
ら

8.2％
に
下
げ
て
い
る
が
、
こ
の
時
、
国
庫
補
助
率
が
減
ら
さ
れ
て
い
る
。
準
備
金
が
積

み
上
が
っ
て
保
険
料
率
を
下
げ
て
も
、
国
庫
補
助
率
を
減
ら
さ
な
い
と
い
う
担
保
が
国
か
ら
ほ
し

い
。

 

62



 

 

平
成

3
1
年
度
保
険
料
率
に
関
す
る
評
議
会
で
の
意
見
（
沖
縄
支
部
）
 

  
平
成

30
年

10
月

19
日
に
開
催
し
た
評
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
意
見
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

 

 【
評
議
会
意
見
】
 


 
平
均
保
険
料
率
は

10
％
維
持
で
よ
い
。

 


 
激
変
緩
和
措
置
は
（当
初
の
予
定
通
り
）計
画
的
に
解
消
で
よ
い
。

 


 
平
成

31
年
度
保
険
料
率
の
変
更
時
期
は
平
成

31
年

4
月
納
付
分
（3
月
分
）か
ら
で
よ
い
。

 

  

 【
学
識
経
験
者
】
 


 
平
均
保
険
料
率

10％
を
超
え
る
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
。

10％
を
ず
っ
と
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
。
こ

れ
を
目
標
に
し
な
が
ら
努
力
す
る
と
よ
い
。

 

 

 

 【
事
業
主
代
表
】
 


 
こ
れ
か
ら
は
新
し
い
医
療
技
術
が
開
発
さ
れ
て
い
き
、
そ
れ
に
か
か
る
費
用
は
お
そ
ら
く
高
額
に
な

る
。
そ
れ
に
備
え
る
た
め
に
も
平
均
保
険
料
率

10
％
を
維
持
し
た
方
が
よ
い
。
そ
れ
を

12
％
と
か

13％
に
上
げ
る
と
い
う
の
は
し
ば
ら
く
様
子
を
み
る
必
要
が
あ
る
。
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